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show voice trace
指定されたポートに関するコールトレース情報を表示するには、特権 EXECモードで
showvoicetraceコマンドを使用します。

showvoicetraceinterface-slot[detail]

構文の説明 音声インターフェーススロット。interface-slot

(オプション)指定されたポートの詳細な統計情報を表示します。detail

コマンドデフォルト 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドはCisco IOSRelease 15.0(1)Mより前のリリースで導入しました。15.0(1)M

使用上のガイドライン 指定されたポートに関する通話トレース情報を表示するには、showvoicetraceコマンドを使用
します。表示されているとおりであり、フィールドの説明はありません。

例 以下は、 showvoicetraceコマンドの出力例です。

Router# show voice trace 1/1/1 detail

1/1/1 Stack 0:
State Transitions: timestamp (state, event) -> (state, event) ...
96.732 (S_OPEN_PEND, E_DSP_INTERFACE_INFO) ->
96.732 (S_DOWN, E_HTSP_IF_INSERVICE) ->
97.092 (S_OPEN_PEND, E_HTSP_GO_UP) ->
Event Counts (zeros not shown): (event, count)
(E_HTSP_IF_INSERVICE, 1) :(E_HTSP_GO_UP, 1) :(E_DSP_INTERFACE_INFO, 1) :
State Counts (zeros not shown): (state, count)
(S_OPEN_PEND, 2) :(S_DOWN, 1) :
Stack 1:
State Transitions: timestamp (state, event) -> (state, event) ...
97.092 (DID_NULL, E_DSP_SIG_0100) ->
97.092 (DID_INIT, E_HTSP_INSERVE) ->
97.092 (DID_PENDING, E_DSP_SIG_0100) ->
Event Counts (zeros not shown): (event, count)
(E_HTSP_INIT, 1) :(E_HTSP_INSERVE, 1) :(E_DSP_SIG_0100, 2) :
State Counts (zeros not shown): (state, count)
(DID_NULL, 2) :(DID_INIT, 1) :(DID_PENDING, 1) :
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show voice translation-profile
1つ以上の変換プロファイルを表示するには、特権EXECモードで showvoicetranslation-profile
コマンドを使用します。

showvoicetranslation-profile[name | sort[ascending | descending]]

構文の説明 表示する翻訳プロファイルの名前。名前

翻訳プロファイルを name順で表示します。sort [ascending |
descending

コマンドデフォルト 昇順

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

例 次のサンプル出力では、すべての音声翻訳プロファイルが昇順で表示されます。

Router# show voice translation-profile sort ascending
Translation Profile: 1
Rule for Calling number:
Rule for Called number: 1
Rule for Redirect number:
Translation Profile: 2
Rule for Calling number:1
Rule for Called number: 2
Rule for Redirect number:
Translation Profile: 6
Rule for Calling number:1
Rule for Called number: 6
Rule for Redirect number:2

次の表は、この出力に表示されるフィールドについて説明しています。

表 1 :音声翻訳プロファイルのフィールドの説明を表示

descriptionフィールド

翻訳プロファイルの名前。TranslationProfile

着信番号を変換するために使用されるルールの番号。フィールド

が空白の場合、この変換プロファイルにはその番号タイプに割り

当てられたルールがありません。

RuleforCallednumber
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descriptionフィールド

発信番号を変換するために使用されるルールの番号。フィールド

が空白の場合、この変換プロファイルにはその番号タイプに割り

当てられたルールがありません。

発信番号のルール

リダイレクト番号の変換に使用されるルールの番号。フィールド

が空白の場合、この変換プロファイルにはその番号タイプに割り

当てられたルールがありません。

リダイレクト番号のルール

関連コマンド descriptionコマンド

音声翻訳プロファイルの定義を開始します。voicetranslation-profile

音声翻訳ルールの定義を開始します。voicetranslation-rule
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show voice translation-rule
1つ以上の変換ルールを表示するには、特権 EXECモードで showvoicetranslation-ruleコマン
ドを使用します。

showvoicetranslation-rule[number | sort[ascending | descending]]

構文の説明 表示する翻訳ルールの番号。 1～ 2147483647の範囲の値を指定で
きます。

number

翻訳ルールの順序を numberで表示します。sort [ascending |
descending

コマンドデフォルト 昇順

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン 各翻訳ルールの下には番号の付いたサブルールがあります。

例 次のサンプル出力は、変換ルール番号 6を示しています。

Router# show voice translation-rule 6
Translation-rule tag: 6

Rule 1:
Match pattern: 65088801..
Replace pattern: 6508880101
Match type: none Replace type: none
Match plan: none Replace plan: none

次のサンプル出力では、すべての翻訳ルールが昇順で表示されます。

Router# show voice translation-rule sort ascending
Translation-rule tag: 1

Rule 3:
Match pattern: 5108880...
Replace pattern: 5108880101
Match type: none Replace type: none
Match plan: none Replace plan: none
Rule 4:
Match pattern: 510890....
Replace pattern: 5108880101
Match type: none Replace type: none
Match plan: none Replace plan: none

Translation-rule tag: 2
Rule 1:
Match pattern: 51088802..
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Replace pattern: 5108880101
Match type: none Replace type: none
Match plan: none Replace plan: none
Rule 2:
Match pattern: 51088803..
Replace pattern: 5108880101
Match type: none Replace type: none
Match plan: none Replace plan: none
Rule 3:
Match pattern: 510889....
Replace pattern: 5108880101
Match type: none Replace type: none
Match plan: none Replace plan: none
Rule 4:
Match pattern: 510890....
Replace pattern: 5108880101
Match type: none Replace type: none
Match plan: none Replace plan: none

次の表は、この出力に表示されるフィールドについて説明しています。

表 2 : show voice translation-ruleフィールドの説明

descriptionフィールド

翻訳ルールの番号。Translation-rule tag

翻訳ルール内で定義されたルールの番号。Rule

着信通話情報の照合に使用される SEDに似た式。Match pattern

通話情報の中でmatch-patternを置換するために使用されるSEDに似た式。Replace pattern

照合する着信通話の種類。Match type

入力してMatch typeを置き換えます。Replace type

照合する着信通話のプラン。Match plan

Match planを置き換えるプラン。Replace plan

関連コマンド descriptionコマンド

通話を翻訳するための SED式を定義します。rule(voicetranslation-rule)

翻訳ルール定義内のルールをテストします。testvoicetranslation-rule

音声翻訳ルールの定義を開始します。voicetranslation-rule

音声翻訳プロファイルの定義を開始します。voicetranslation-profile
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show voice trunk-conditioning signaling
音声ポートのトランク調整シグナリングおよびタイミングパラメータのステータスを表示する

には、ユーザー EXECモードまたは特権 EXECモードで showvoicetrunk-conditioningsignaling
コマンドを使用します。

showvoicetrunk-conditioningsignaling[summaryvoice-port]

構文の説明 (オプション)ルータまたはコンセントレータ上のすべての音声ポートのステータス
の概要を表示します。

summary

(オプション)指定された音声ポートの詳細レポートを表示します。voice-port

コマンドモード
ユーザー EXEC (>)特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、CiscoMC3810で showvoicepermanent-callコマンドとして導入さ
れました。

12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドの名前は showvoicetrunk-conditioningsignalingに変更されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに実装されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズルータ上のアナログおよびデ
ジタル音声ポートのトランクのシグナリングステータスを表示します。

例 以下は、 showvoicetrunk-conditioningsignalingsummaryコマンドの出力例です。

Router# show voice trunk-conditioning signaling summary
2/0/0 is shutdown
2/0/1 is shutdown
3/0:0 8 is shutdown
3/0:1 1 is shutdown
3/0:2 2 is shutdown
3/0:3 3 is shutdown
3/0:5 5 is shutdown
3/0:6(6) :
status :
3/0:7 7 is shutdown
3/1:0 8 is shutdown
3/1:1 1 is shutdown
3/1:3 3 is shutdown
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3/1:5 5 is shutdown
3/1:7 7 is shutdown

以下は、音声ポート 3/0:6に対する showvoicetrunk-conditioningsignalingコマンドの出
力例です。

Router# show voice trunk-conditioning signaling 3/0:6
hardware-state ACTIVE signal type is NorthamericanCAS
status :
forced playout pattern = STOPPED
trunk_down_timer = 0, rx_ais_duration = 0, idle_timer = 0

以下の表は、これらの出力の重要なフィールドについて説明しています。

表 3 : show voice trunk-conditioning signalingフィールドの説明

descriptionフィールド

最後にシグナリングパケットが受信されてからの時間。現在のタイマー

PBXに送信される強制プレイアウトパターン：

• 0 =強制プレイアウトパターンは送信されない

• 1 =受信 IDLEプレイアウトパターンが送信される

• 2 = OOSプレイアウトパターンが送信される

forced playout pattern

受信した IDLEパターンに基づくハードウェアの状態:

• IDLE =両側ともアイドル状態

•アクティブ =少なくとも片側がアクティブ

ハードウェア状態

下位レベルのドライバによって使用されるシグナリングタイプ：北

米、melcas、透明、または外部。
信号の種類

両側のハードウェアがアイドル状態であった時間。アイドルタイマー

最後に受信または送信された信号ビットパターン。最後の ABCD

受信したシグナリングパケット間の最大間隔。max inter-arrival time

失われた信号パケットの数。missing

シグナリングパケット生成頻度:

•高速モード = 4ミリ秒ごと

•低速モード =キープアライブタイマーと同じ頻度

mode

順序が正しくない信号パケットの数。out of seq

プレイアウトバッファ内のパケットの数。プレイアウト深度
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descriptionフィールド

前のシグナリングパケットのシーケンス番号。前のシーケンス番号

プレイアウトパケットバッファの公称長さを維持するために作成

されるパケットの数。

補充回数

AISインジケーターの受信からの時間。rx_ais_duration

シグナリングパケットのシーケンス番号。seq#

送信または受信したシグナリングパケットの数。sig pkt cnt

シグナリングパスのステータス。信号経路

過去 60ミリ秒間に受信されたシグナリングビット。signaling playout history

最後にシグナリングパケットが受信されてからの時間。トランクダウンタイマー

PBXが signalpatternoostransmitで定義されたOOSシグナリングパ
ターンの送信を開始してからの時間。

tx_oos_timer

非常に遅れたシグナリングパケットの数。very late

関連コマンド descriptionコマンド

ルータに設定されているすべての VoIPおよび POTS
ダイヤルピアの設定を表示します。

showdial-peervoice

すべての DSP音声チャネルの現在のステータスを表
示します。

showvoicedsp

特定の音声ポートに関する設定情報を表示します。showvoiceport

音声ポートのトランク監視のステータスと設定パラ

メータを表示します。

showvoicetrunk-conditioningsupervisory
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show voice trunk-conditioning supervisory
音声ポートのトランク監視のステータスと設定パラメータを表示するには、ユーザー EXEC
モードまたは特権 EXECモードで showvoicetrunk-conditioningsupervisoryコマンドを使用しま
す。

showvoicetrunk-conditioningsupervisory[summaryvoice-port]

構文の説明 (オプション)ルータまたはコンセントレータ上のすべての音声ポートのステータス
の概要を表示します。

summary

（オプション）指定された音声ポートの詳細レポートを表示します。voice-port

コマンドモード
ユーザー EXEC (>)特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco2600シリーズ、Cisco3600シリーズ、およびCiscoMC3810
プラットフォームで導入されました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに実装されまし
た。

12.1(3)T

このコマンドの出力は、コマンドによって設定された値を報告するように変更さ

れました。signaltimingidlesuppress-voicesuppress-voiceおよび resume-voiceキー
ワードの値は、それぞれ「idle =秒」フィールドと「idle_off =ミリ秒」フィール
ドとして表示されます。

12.4(15)T10

使用上のガイドライン このコマンドは、アナログおよびデジタル音声ポートのトランク監視および設定ステータスを

表示します。

例 以下は、 showvoicetrunk-conditioningsupervisoryコマンドのサンプル出力です。

Router# show voice trunk-conditioning supervisory 0/2/00/2/0 : state :
TRUNK_SC_PENDING_START, voice : on, signal : off,active
status: trunk disconn
sequence oos : idle and oos
pattern :rx_idle = 0101 rx_oos = 1111
timeout timing : idle = 0, idle_off = 0, restart = 0, standby = 0, timeout = 0
supp_all = 0, supp_voice = 0, keep_alive = 5
timer: oos_ais_timer = 0, timer = 3

以下は、音声ポート 0/2/0に対する showvoicetrunk-conditioningsupervisoryコマンドの
出力例です。
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Router# show voice trunk-conditioning supervisory 3/0:6
0/2/0 : state : TRUNK_SC_PENDING_START, voice : on, signal : off,active
status: trunk disconn
sequence oos : idle and oos
pattern :rx_idle = 0101 rx_oos = 1111
timeout timing : idle = 0, idle_off = 0, restart = 0, standby = 0, timeout = 0
supp_all = 0, supp_voice = 0, keep_alive = 5
timer: oos_ais_timer = 0, timer = 3

以下に、 voiceclasspermanentコマンドのトランクコンディショニング設定の例と、タ
イムアウトタイミングフィールドの値を表示する

showvoicetrunk-conditioningsupervisoryコマンドからのサンプル出力を示します。

!
voice class permanent 1
signal pattern idle transmit 0101
signal pattern idle receive 0101
signal pattern oos transmit 1111
signal pattern oos receive 0101
signal timing idle suppress-voice 10 resume-voice 150

!
Router# show voice trunk-conditioning supervisory

SLOW SCAN
0/0/0:0(1) : state : TRUNK_SC_CONNECT, voice : off , signal : on ,inactive
status: rcv IDLE, trunk connected
sequence oos : idle and oos
pattern :rx_idle = 0101 rx_oos = 0101 tx_idle = 0101 tx_oos = 1111
timeout timing : idle = 10, idle_off = 150, restart = 0, standby = 0, timeout = 30
supp_all = 0, supp_voice = 0, keep_alive = 5
timer: oos_ais_timer = 0, timer = 0

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 4 : show voice trunk-conditioning supervisoryフィールドの説明

descriptionフィールド

signaltimingidlesuppress-voiceコマンドの suppress-voiceオプションに
よって設定されるタイマー設定（秒単位）。

idle

signaltimingidlesuppress-voiceコマンドの resume-voiceオプションに
よって設定されたタイマー設定（ミリ秒単位）。

idle_off

信号の変化がない場合でも、シグナリングパケットは定期的に遠端に

送信されます。これらのシグナリングパケットはキープアライブ

メッセージとして機能します。

keep_alive

音声ポートは「connect trunk xxxx」として設定されています。active

アラーム表示信号 (AIS)インジケータを含むシグナリングパケットが
受信されてからの時間。

oos_ais_timer

4ビットのシグナリングパターン。pattern

遠端がサービス停止 (OOS)になった後の再起動タイムアウト。restart
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descriptionフィールド

遠端がアイドル状態であることを示すシグナリングビットパターン。rx-idle

ネットワークが OOSであることを示す、PBXに送信されるシグナリ
ングビットパターン。

rx-oos

遠端が OOSになった後、非アクティブ側がスタンバイに戻るまでの
時間。

standby

PBX OOSの検出後、遠端への音声およびシグナリングパケットの送
信を抑制する前のタイムアウト。

supp_all

PBX OOSの検出後、遠端への音声パケットの送信を抑制する前のタ
イムアウト。

supp_voice

遠端が OOSとみなされる前に、キープアライブパケットを受信でき
ない場合のタイムアウト。

タイムアウト

着信回線捕捉の検出から、オーディオパスを開くためのデジタルシグ

ナルプロセッサ（DSP）と Cisco IOS間のインタラクションが開始さ
れるまでの遅延。

timeout timing

トランクコンディショニング監視コンポーネントのステータス。TRUNK_SC_CONNECT

関連コマンド descriptionコマンド

ルータに設定されているすべての VoIPおよび POTSダ
イヤルピアの設定を表示します。

showdial-peervoice

すべてのDSP音声チャネルの現在のステータスを表示し
ます。

showvoicedsp

特定の音声ポートに関する設定情報を表示します。showvoiceport

音声ポートの trunk-conditioning signalingおよび timingパ
ラメータのステータスを表示します。

showvoicetrunk-conditioningsignaling

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに事前に設定され
た音声クラスを音声ポートに割り当てます。

voice-classpermanent
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Show voice vrf
グローバル設定レベルで設定された音声 VRFと、グローバル SIPサービスモードで設定され
たバインドインターフェイスに関連付けられた IP VRFを表示するには、特権 EXECモードで
show voice vrfコマンドを使用します。

show voice vrf

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS 15.6(2)T

このコマンドは、Cisco IOSXEDenali 16.3.1に統合されました。Cisco IOSXEデナリ 16.3.1

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、VRFに関連付けられた情報を表示します。

例

Voice vrf VRF1がグローバル設定レベルで設定され、sip bindが vrf id VRF2を持つイン
ターフェイスで設定されている場合、出力は次のようになります。

Device# show voice vrf

==========VOICE VRF CONFIGURATION==========

Global voice vrf defined is: VRF1
Global sip bind for vrf is: VRF2

Voice vrf VRF1が設定され、sip bindが vrf idが割り当てられていないインターフェイ
スで設定されている場合、出力は次のようになります。

Device# show voice vrf

==========VOICE VRF CONFIGURATION==========

Global voice vrf defined is: VRF1
Global sip bind for vrf is: NA

グローバルレベルで voice vrfと sip bindの両方が設定されていない場合、出力は次の
ようになります。

Device# show voice vrf

==========VOICE VRF CONFIGURATION==========

Global voice vrf defined is: NA
Global sip bind for vrf is: NA
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show voice vtsp
音声ポート設定および音声テレフォニーサービスプロバイダー (VTSP)に関する情報を表示す
るには、特権 EXECモードで showvoicevtspコマンドを使用します。

showvoicevtsp {call[dspstats | fsm | log[call-ID] | verbose] | forkdsp-status}[callID]

構文の説明 通話制御ブロック情報を表示します。call

(オプション)デジタル信号プロセッサ (DSP)音声チャネルの選択統計を表示しま
す。

dspstats

(オプション)有限状態マシンダンプ (FSM)に関する情報を表示します。fsm

(オプション)通話関連のログを表示します。通話 IDが指定されている場合、この
コマンドは特定の通話のステータスを表示します。通話 IDの値の範囲は 1から
4294967295です

log
call-ID

(オプション)詳細出力を表示します。verbose

メディアフォーク情報を表示します。fork

DSP内のメディアフォークのステータスを表示します。dsp-status

(オプション)通話のステータスを表示します。値の範囲は 0x0から 0xFFFFFFFF
です。 >

call-ID

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(24)Tより前のリリースで導入されました。12.4(24)T

使用上のガイドライン 音声ポートの設定に関する情報を表示するには、 showvoicevtspコマンドを使用します。

例 以下は、 showvoicevtspコマンドの出力例です。

Router# show voice vtsp call dspstats 0x833

***DSP VOICE TX STATISTICS***
Tx Vox/Fax Pkts: 1337, Tx Sig Pkts: 0, Tx Comfort Pkts: 181
Tx Dur(ms): 46840, Tx Vox Dur(ms): 26740, Tx Fax Dur(ms): 0

***DSP VOICE RX STATISTICS***
Rx Vox/Fax Pkts: 1347, Rx Signal Pkts: 0, Rx Comfort Pkts: 180
Rx Dur(ms): 46840, Rx Vox Dur(ms): 23300, Rx Fax Dur(ms): 0
Rx Non-seq Pkts: 0, Rx Bad Hdr Pkts: 0
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Rx Early Pkts: 0, Rx Late Pkts: 0
***DSP VOICE VP_DELAY STATISTICS***

Clk Offset(ms): 80, Rx Delay Est(ms): 50
Rx Delay Lo Water Mark(ms): 50, Rx Delay Hi Water Mark(ms): 70

***DSP VOICE VP_ERROR STATISTICS***
Predict Conceal(ms): 0, Interpolate Conceal(ms): 0
Silence Conceal(ms): 0, Retroact Mem Update(ms): 0
Buf Overflow Discard(ms): 0, Talkspurt Endpoint Detect Err: 0

***DSP LEVELS***
TDM Bus Levels(dBm0): Rx -68.5 from PBX/Phone, Tx -4.4 to PBX/Phone
TDM ACOM Levels(dBm0): +64.1, TDM ERL Level(dBm0): +10.0
TDM Bgd Levels(dBm0): -80.0, with activity being silence

***DSP VOICE ERROR STATISTICS***
Rx Pkt Drops(Invalid Header): 0, Tx Pkt Drops(HPI SAM Overflow): 0

***DSP VOICE GSMAMR-NB STATISTICS***
EncodingRate: 7 DecodingRate: 7
numEncodeChanges: 0 numDecodeChanges: 0
numCRCFail: 0 numFrameBadQuality: 0
numInvalidCMR: 0 numInvalidFrameType: 0

関連コマンド descriptionコマン

ド

ゲートウェイの状態と通話イベントを表示します。debugvtsp
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show voip debug version
Voice over IPデバッグ構造の現在のバージョンを表示するには、特権 EXECモードで
showvoipdebugversionコマンドを使用します。

showvoipdebugversion

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

例 次の例は、 showvoipdebugversionコマンドからの出力を示しています。

Router# show voip debug version
voip debug version 1.0

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 5 : show voip debug versionフィールドの説明

descriptionフィールド

デバッグ構造のバージョンを表示します。voip debug version 1.0

関連コマンド descriptionコマンド

RTP名前付きイベントパケットを表示します。showvoiprtpconnections
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show voip fpi call-rate
転送プレーンインターフェイスの平均コールレートを表示するには、特権 EXECモードで
showvoipfpicall-rateコマンドを使用します。

showvoipfpicall-rateinterval秒history秒

構文の説明 FPIインターフェースのメッセージレートを表示しますinterval

間隔の秒数。範囲は 1から 300です秒

どのくらい前の情報を保持して表示するかを指定します。history

表示される秒数。値の範囲は 1～ 86400です。秒

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEリリース 3.9S

使用上のガイドライン このコマンドは、 debugvoipfpicall-rateが有効になっている場合に、転送プレーンインター
フェイスで収集された通話レートデータを表示します。

例

以下は show voip fpi call-rate コマンドの出力です。

Router# show voip fpi call-rate interval 1 history 1
------ ------ ------ ------ ------ ------ ------
Sec ADD MOD DEL EVT_UP EVT_DN CPU 5S
------ ------ ------ ------ ------ ------ ------
67 0 0 0 0 0 0
------ ------ ------ ------ ------ ------ ------
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show voip fpi calls
転送プレーンインターフェイス (FPI)の TDMおよび IVRコールのコール情報を表示するに
は、特権 EXECモードで showvoipfpicallsコマンドを使用します。

showvoipfpicalls[all | confID識別子 | callID識別子 | correlator識別子]

構文の説明 (オプション)収集プロセスが有効になっているFPI内のすべての呼び出しの
詳細な統計情報を表示します。

all

（オプション）アプリケーションレベルでの詳細な通話情報を表示します。confID識別子

(オプション)通話 IDに基づいて通話の詳細な通話情報を表示します。callID識別子

（オプション）コリレータ IDに基づいて通話の詳細な通話情報を表示しま
す。

correlator識別
子

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XEリリース 3.9S

コマンド出力が拡張され、データプレーンから受信した SRTP
ロールオーバーカウンタ (ROC)更新イベントの数をコールご
とに表示できるようになりました。

Cisco IOSXEGibraltar 16.12.1a

使用上のガイドライン コール IDは、各コールレッグの一意の識別子です。各通話には次の 2つの通話レッグがあり
ます。

•インレッグ - CUBEに着信する通話。

• Out Leg：CUBEから発信する通話。

アプリケーションレベルでコールレッグの詳細を表示するには、 callID識別子オプションを
使用します。

Conf IDは、アプリケーションレベルでのコール (インレッグとアウトレッグの両方を含む)
の一意の識別子です。インレッグとアウトレッグ間のブリッジの詳細を確認するには、confID
識別子オプションを使用します。

コリレータ IDは、通話 (インレッグとアウトレッグの両方を含む)のメディアセッションの
一意の識別子です。通話のメディアセッションの詳細を表示するには、 correlator識別子オ
プションを使用します。
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例

以下は show voip fpi calls コマンドの出力例です

Router#show voip fpi calls
Number of Calls : 2
---------- ---------- ---------- ----------- --------------- ---------------

confID correlator AcallID BcallID state event
---------- ---------- ---------- ----------- --------------- ---------------

20 20 87 88 ALLOCATED DETAIL_STAT_RSP
21 21 89 90 ALLOCATED DETAIL_STAT_RSP

Router#show voip fpi calls confID 20
---------------------------------------------------------------------------
VoIP-FPI call entry details:
---------------------------------------------------------------------------
Call Type : z IP_IP confID : 20
correlator : 20 call_state : ALLOCATED
last_event : DETAIL_STAT_RSP alloc_start_time : 2737426765
modify_start_time: 0 delete_start_time: 0
Media Type(SideA): RTP Media Type(SideB): RTP
---------------------------------------------------------------------------
FPI State Machine Stats:
------------------------
create_req_call_entry_inserted : 1
call_create_req_fsm_successful : 1
call_provision_rsp_ok : 1
call_provision_rsp_fsm_successful : 1
event_ind_media_up_to_app : 2
---------------------------------------------------------------------------------------------
SIDE_A RTP details - gccb=0x7FE69FA11C08
---------------------------------------------------------------------------------------------
confID : 20 fpi_user_data : 20
callID : 87 dstCallID : 88 mainstcallID :

87
srcport : 16552 dstport : 16580 DP add_sent :

1
dp_add_fail : 0 dp_add_pending : 0 dp_delete_sent :

0
dp_delete_waiting: 0 dp_delete_done : 0 final_stats_pend :

0
ha_create_sent : 1 is_video : 0 media_type :

0
is dspfarm xcode : No is conference : No stream_type :
VOICE
rtp_type : SENDRECV
---------------------------------------------------------------------------------------------
SIDE_B RTP details - gccb=0x7FE6A9B5A960
---------------------------------------------------------------------------------------------
confID : 20 fpi_user_data : 20
callID : 88 dstCallID : 87 mainstcallID :

88
srcport : 16554 dstport : 16400 DP add_sent :

1
dp_add_fail : 0 dp_add_pending : 0 dp_delete_sent :

0
dp_delete_waiting: 0 dp_delete_done : 0 final_stats_pend :

0
ha_create_sent : 1 is_video : 0 media_type :
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0
is dspfarm xcode : No is conference : No stream_type :
VOICE
rtp_type : SENDRECV
---------------------------------------------------------------------------------------------
Detailed Stats from DataPlane:
------------------------------
mgm_handle : 20
-------------------------------------------------------------------
Call Present in : FMAN RP FMAN FP CPP

----------------------------------------
YES YES YES

-------------------------------------------------------------------
Field sideA sideB

-------------------------------------------------------------------
dtmf_payload_type 0 0

redundant_data_pyld_type 255 255
tos_mask 0 0

dtmf_flags 0 0
ucode_flags 5 5
local_port 16552 16554

remote_port_tx 16580 16400
remote_port_rx 16580 16400

session_id 0x30000050 0x30000052
hairpin_prtnr_null(ucode) NULL NULL

hairpin_prtnr_callid 0 0
dsp_interface_null NULL NULL

-------------------------------------------------------------------

DSP Resource Used : No

Router#show voip fpi calls callid 87
---------------------------------------------------------------------------
VoIP-FPI call entry details:
---------------------------------------------------------------------------
Call Type : IP_IP confID : 20
correlator : 20 call_state : ALLOCATED
last_event : DETAIL_STAT_RSP alloc_start_time : 2737426765
modify_start_time: 0 delete_start_time: 0
Media Type(SideA): RTP Media Type(SideB): RTP
---------------------------------------------------------------------------
FPI State Machine Stats:
------------------------
create_req_call_entry_inserted : 1
call_create_req_fsm_successful : 1
call_provision_rsp_ok : 1
call_provision_rsp_fsm_successful : 1
event_ind_media_up_to_app : 2
---------------------------------------------------------------------------------------------
SIDE_A RTP details - gccb=0x7FE69FA11C08
---------------------------------------------------------------------------------------------
confID : 20 fpi_user_data : 20
callID : 87 dstCallID : 88 mainstcallID :

87
srcport : 16552 dstport : 16580 DP add_sent :

1
dp_add_fail : 0 dp_add_pending : 0 dp_delete_sent :

0
dp_delete_waiting: 0 dp_delete_done : 0 final_stats_pend :

0
ha_create_sent : 1 is_video : 0 media_type :

0
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is dspfarm xcode : No is conference : No stream_type :
VOICE
rtp_type : SENDRECV
---------------------------------------------------------------------------------------------
SIDE_B RTP details - gccb=0x7FE6A9B5A960
---------------------------------------------------------------------------------------------
confID : 20 fpi_user_data : 20
callID : 88 dstCallID : 87 mainstcallID :

88
srcport : 16554 dstport : 16400 DP add_sent :

1
dp_add_fail : 0 dp_add_pending : 0 dp_delete_sent :

0
dp_delete_waiting: 0 dp_delete_done : 0 final_stats_pend :

0
ha_create_sent : 1 is_video : 0 media_type :

0
is dspfarm xcode : No is conference : No stream_type :
VOICE
rtp_type : SENDRECV
---------------------------------------------------------------------------------------------
Detailed Stats from DataPlane:
------------------------------
mgm_handle : 20
-------------------------------------------------------------------
Call Present in : FMAN RP FMAN FP CPP

----------------------------------------
YES YES YES

-------------------------------------------------------------------
Field sideA sideB

-------------------------------------------------------------------
dtmf_payload_type 0 0

redundant_data_pyld_type 255 255
tos_mask 0 0

dtmf_flags 0 0
ucode_flags 5 5
local_port 16552 16554

remote_port_tx 16580 16400
remote_port_rx 16580 16400

session_id 0x30000050 0x30000052
hairpin_prtnr_null(ucode) NULL NULL

hairpin_prtnr_callid 0 0
dsp_interface_null NULL NULL

-------------------------------------------------------------------

DSP Resource Used : No

Router#show voip fpi calls all

Number of Calls : 2
---------------------------------------------------------------------------
VoIP-FPI call entry details:
---------------------------------------------------------------------------
Call Type : IP_IP confID : 24
correlator : 24 call_state : ALLOCATED
last_event : DETAIL_STAT_RSP alloc_start_time : 2902404766
modify_start_time: 0 delete_start_time: 0
Media Type(SideA): RTP Media Type(SideB): RTP
---------------------------------------------------------------------------
FPI State Machine Stats:
------------------------
create_req_call_entry_inserted : 1
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call_create_req_fsm_successful : 1
call_provision_rsp_ok : 1
call_provision_rsp_fsm_successful : 1
event_ind_media_up_to_app : 2
---------------------------------------------------------------------------------------------
SIDE_A RTP details - gccb=0x7FE69FA11C08
---------------------------------------------------------------------------------------------
confID : 24 fpi_user_data : 24
callID : 95 dstCallID : 96 mainstcallID :

95
srcport : 16568 dstport : 16580 DP add_sent :

1
dp_add_fail : 0 dp_add_pending : 0 dp_delete_sent :

0
dp_delete_waiting: 0 dp_delete_done : 0 final_stats_pend :

0
ha_create_sent : 1 is_video : 0 media_type :

0
is dspfarm xcode : No is conference : No stream_type :
VOICE
rtp_type : SENDRECV
---------------------------------------------------------------------------------------------
SIDE_B RTP details - gccb=0x7FE6A9B5A960
---------------------------------------------------------------------------------------------
confID : 24 fpi_user_data : 24
callID : 96 dstCallID : 95 mainstcallID :

96
srcport : 16570 dstport : 16400 DP add_sent :

1
dp_add_fail : 0 dp_add_pending : 0 dp_delete_sent :

0
dp_delete_waiting: 0 dp_delete_done : 0 final_stats_pend :

0
ha_create_sent : 1 is_video : 0 media_type :

0
is dspfarm xcode : No is conference : No stream_type :
VOICE
rtp_type : SENDRECV
---------------------------------------------------------------------------------------------
Detailed Stats from DataPlane:
------------------------------
mgm_handle : 24
-------------------------------------------------------------------
Call Present in : FMAN RP FMAN FP CPP

----------------------------------------
YES YES YES

-------------------------------------------------------------------
Field sideA sideB

-------------------------------------------------------------------
dtmf_payload_type 0 0

redundant_data_pyld_type 255 255
tos_mask 0 0

dtmf_flags 0 0
ucode_flags 5 5
local_port 16568 16570

remote_port_tx 16580 16400
remote_port_rx 16580 16400

session_id 0x30000060 0x30000062
hairpin_prtnr_null(ucode) NULL NULL

hairpin_prtnr_callid 0 0
dsp_interface_null NULL NULL

-------------------------------------------------------------------

DSP Resource Used : No
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------------------------------------------------------------
---------------------------------------------------------------------------
VoIP-FPI call entry details:
---------------------------------------------------------------------------
Call Type : IP_IP confID : 25
correlator : 25 call_state : ALLOCATED
last_event : DETAIL_STAT_RSP alloc_start_time : 2902505765
modify_start_time: 0 delete_start_time: 0
Media Type(SideA): RTP Media Type(SideB): RTP
---------------------------------------------------------------------------
FPI State Machine Stats:
------------------------
create_req_call_entry_inserted : 1
call_create_req_fsm_successful : 1
call_provision_rsp_ok : 1
call_provision_rsp_fsm_successful : 1
event_ind_media_up_to_app : 1
---------------------------------------------------------------------------------------------
SIDE_A RTP details - gccb=0x7FE6A9B9CFA8
---------------------------------------------------------------------------------------------
confID : 25 fpi_user_data : 25
callID : 97 dstCallID : 98 mainstcallID :

97
srcport : 16572 dstport : 16584 DP add_sent :

1
dp_add_fail : 0 dp_add_pending : 0 dp_delete_sent :

0
dp_delete_waiting: 0 dp_delete_done : 0 final_stats_pend :

0
ha_create_sent : 0 is_video : 0 media_type :

0
is dspfarm xcode : No is conference : No stream_type :
VOICE
rtp_type : SENDRECV
---------------------------------------------------------------------------------------------
SIDE_B RTP details - gccb=0x7FE69FA132F8
---------------------------------------------------------------------------------------------
confID : 25 fpi_user_data : 25
callID : 98 dstCallID : 97 mainstcallID :

98
srcport : 16574 dstport : 16404 DP add_sent :

1
dp_add_fail : 0 dp_add_pending : 0 dp_delete_sent :

0
dp_delete_waiting: 0 dp_delete_done : 0 final_stats_pend :

0
ha_create_sent : 1 is_video : 0 media_type :

0
is dspfarm xcode : No is conference : No stream_type :
VOICE
rtp_type : SENDRECV
---------------------------------------------------------------------------------------------
Detailed Stats from DataPlane:
------------------------------
mgm_handle : 25
-------------------------------------------------------------------
Call Present in : FMAN RP FMAN FP CPP

----------------------------------------
YES YES YES

-------------------------------------------------------------------
Field sideA sideB

-------------------------------------------------------------------
dtmf_payload_type 0 0

redundant_data_pyld_type 255 255
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tos_mask 0 0
dtmf_flags 0 0
ucode_flags 0 5
local_port 16572 16574

remote_port_tx 16584 16404
remote_port_rx 16584 16404

session_id 0x30000064 0x30000066
hairpin_prtnr_null(ucode) NULL NULL

hairpin_prtnr_callid 0 0
dsp_interface_null NULL NULL

-------------------------------------------------------------------

DSP Resource Used : No

コリレータ IDに基づいて通話の情報を決定する

相関 IDを確認するには、 show call active voice compactコマンドを実行し、出力か

らアクティブなコールとそれに関連付けられた callIDを確認します。必要な callIDを
メモしておき、 show voip fpi calls callID xxコマンドを実行するときに同じものを

入力します。コマンド出力には、目的の通話 IDに関連付けられたコリレータ IDが表
示されます。特定のコールについてデータプレーンからコントロールプレーンに送

信されたロールオーバーカウンタ (ROC)更新の数を確認するには、 show voip fpi

calls correlator IDコマンドの実行中にコリレータ IDを入力します。

以下は、 show call active voice compactコマンドの出力例です。

Router#show call active voice compact
<callID> A/O FAX T<sec> Codec type Peer Address IP R<ip>:<udp>
Total call-legs: 4

212 ANS T735 pass-throug VOIP P5553001 1.2.111.4:8376 <<<
CUBE leg1, the remote peer is 1.2.111.4:8376(5553001)

213 ORG T735 pass-throug VOIP P5553101 1.2.111.6:18898 <<<
CUBE leg2, the remote peer is 1.2.111.6:18898(5553101)

214 ORG T735 g711ulaw VOIP P 1.2.111.108:16904 <<<
software MTP leg1, the remote peer is 1.2.111.108:16904

215 ORG T735 g711ulaw VOIP P 1.2.111.4:8372 <<<
software MTP leg2, the remote peer is 1.2.111.4:8372

出力から callID 214を選択し、以下に示すように show voip fpi calls callID xxコマ

ンドに入力します。

Router#show voip fpi calls callID 214 | include correlator
correlator : 102 call_state : ALLOCATED

特定のコールについてデータプレーンからコントロールプレーンに送信されたロール

オーバーカウンター (ROC)更新の数を確認するには、以下に示すように、 show voip

fpi calls correlator IDコマンドを実行するときに、コリレータ IDとして 102を入
力します。

Router#show voip fpi calls correlator 102 | inc event

last_event : GET_STATS_RSP alloc_start_time : 1024243582

event_ind_srtp_roc_upd_to_app : 4
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show voip fpi rtts
コントロールプレーンから転送プレーンへの作成、変更、削除要求のラウンドトリップ時間

の最大、最小、平均、ヒストグラムを表示するには、特権 EXECモードで show voip fpi rttsコ
マンドを使用します。

show voip fpi rtts

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XEリリース
3.9S

使用上のガイドライン 特権 EXECモードで show voip fpi rttsコマンドを使用して、コントロールプレーンから転送
プレーンへの作成、変更、および削除要求のラウンドトリップ時間の最大、最小、平均、およ

びヒストグラムを表示します。

例

Router#show voip fpi rtts
---------- ---------- ---------- ---------- ------------

command count avg(msec) max(msec) over_thrshld
---------- ---------- ---------- ---------- ------------

ALLOC 1 38 38 0
MODIFY 0 0 0 0
DELETE 1 8 8 0

---------- ---------- ---------- ---------- ------------

HISTOGRAM
---------- ---------- ---------- ----------

msecs ALLOC MODIFY DELETE
---------- ---------- ---------- ----------
<= 10 0 0 1
<= 40 1 0 0
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show voip fpi stats
転送プレーンインターフェイス（FPI）の TDMおよび IVR統計情報とエラーカウンタを表示
するには、特権 EXECモードで showvoipfpistatsコマンドを使用します。

showvoipfpistats[fsm]

構文の説明 (オプション)有限状態マシン (FSM)イベントを表示します。fsm

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XEリリース 3.9S

コマンド出力が拡張され、データプレーンから受信した SRTP
ロールオーバーカウンタ (ROC)更新イベントの数が表示され
るようになりました。

Cisco IOSXEGibraltar 16.12.1a

以下は、showvoipfpistatsコマンドの出力例です。

Router#show voip fpi stats
**************** VOIP FPI STATS *********************
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
type ReqSuccess ReqFail RspSuccess RspFail
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
caps 1 0 1 0
init 1 0 1 0
params 1 0 N/A N/A
config 0 0 0 0 0(skip)
deact 0 0 0 0 0(wrong state)
port add 2 0 N/A N/A
port delete 0 0 N/A N/A
*********************** ACTIVE *******************************

IDLE ALLOCATING ALLOCATED MODIFYING
CREATE_REQ 1 0 0 0
MODIFY_REQ 0 0 1 0
DELETE_REQ 0 0 0 0

GET_STATS_REQ 0 0 0 0
PROV_RSP_OK 0 1 0 1

PROV_RSP_FAIL 0 0 0 0
DELETE_RSP 0 0 0 0

GET_STATS_RSP 0 0 0 0
STATS_TMR_EXP 0 0 0 0

TMR_EXPIRY 0 0 0 0
CREATE_STRM_REQ 0 0 0 0
MODIFY_STRM_REQ 0 0 0 0
DELETE_STRM_REQ 0 0 0 0
DETAIL_STAT_REQ 0 0 0 0
DETAIL_STAT_RSP 0 0 0 0
DT_STAT_TMR_EXP 0 0 0 0

DELETING ALLOC_MOD_PEND MODIFY_MOD_PEND DELETE_PENDING
CREATE_REQ 0 0 0 0
MODIFY_REQ 0 0 0 0
DELETE_REQ 0 0 0 0
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GET_STATS_REQ 0 0 0 0
PROV_RSP_OK 0 0 0 0

PROV_RSP_FAIL 0 0 0 0
DELETE_RSP 0 0 0 0

GET_STATS_RSP 0 0 0 0
STATS_TMR_EXP 0 0 0 0

TMR_EXPIRY 0 0 0 0
CREATE_STRM_REQ 0 0 0 0
MODIFY_STRM_REQ 0 0 0 0
DELETE_STRM_REQ 0 0 0 0
DETAIL_STAT_REQ 0 0 0 0
DETAIL_STAT_RSP 0 0 0 0
DT_STAT_TMR_EXP 0 0 0 0
********************** END ACTIVE ****************************

*********************** STANDBY ******************************
IDLE ALLOCATING ALLOCATED MODIFYING

CREATE_REQ 0 0 0 0
MODIFY_REQ 0 0 0 0
DELETE_REQ 0 0 0 0

GET_STATS_REQ 0 0 0 0
PROV_RSP_OK 0 0 0 0

PROV_RSP_FAIL 0 0 0 0
DELETE_RSP 0 0 0 0

GET_STATS_RSP 0 0 0 0
STATS_TMR_EXP 0 0 0 0

TMR_EXPIRY 0 0 0 0
CREATE_STRM_REQ 0 0 0 0
MODIFY_STRM_REQ 0 0 0 0
DELETE_STRM_REQ 0 0 0 0
DETAIL_STAT_REQ 0 0 0 0
DETAIL_STAT_RSP 0 0 0 0
DT_STAT_TMR_EXP 0 0 0 0

DELETING ALLOC_MOD_PEND MODIFY_MOD_PEND DELETE_PENDING
CREATE_REQ 0 0 0 0
MODIFY_REQ 0 0 0 0
DELETE_REQ 0 0 0 0

GET_STATS_REQ 0 0 0 0
PROV_RSP_OK 0 0 0 0

PROV_RSP_FAIL 0 0 0 0
DELETE_RSP 0 0 0 0

GET_STATS_RSP 0 0 0 0
STATS_TMR_EXP 0 0 0 0

TMR_EXPIRY 0 0 0 0
CREATE_STRM_REQ 0 0 0 0
MODIFY_STRM_REQ 0 0 0 0
DELETE_STRM_REQ 0 0 0 0
DETAIL_STAT_REQ 0 0 0 0
DETAIL_STAT_RSP 0 0 0 0
DT_STAT_TMR_EXP 0 0 0 0
********************** END STANDBY ***************************

Correlators in use:1

Corrupted table error (alloc):0

Corrupted table error (delete):0
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

gccb/rtpNL pr gccb NL no gccb sd badConfIds
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
call create 0 0 0 0
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add sent T entry Fail entry insr fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 1 1
fsm failed ent delete fail

----------- ---------- ---------- ---------- ----------
0 0 0

entry !pre fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
call modify 0 0 1

entry !pre entry del fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
call delete 0 0 0 0

---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
gccb/rtpNL pr gccb NL no gccb sd badConfIds

---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
LPBK call create 0 0 0 0

add sent T entry Fail entry insr fsm Succss
---------------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0 0
fsm failed ent delete fail

---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
0 0 0

entry !pre fsm failed fsm Succss
---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
LPBK call modify 0 0 0

entry !pre entry del fsm failed fsm Succss
---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
LPBK call delete 0 0 0 0
---------------- ---------- ---------- ---------- ----------

---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
gccb/rtpNL pr gccb NL no gccb sd badConfIds

---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
STRM call create 0 0 0 0

add sent T entry Fail entry insr fsm Succss
---------------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0 0
fsm failed ent delete fail

---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
0 0 0

entry !pre fsm failed fsm Succss
---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
STRM call modify 0 0 0

entry !pre entry del fsm failed fsm Succss
---------------- ---------- ---------- ---------- ----------
STRM call delete 0 0 0 0
---------------- ---------- ---------- ---------- ----------

gccb !fnd entry !pre fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
call stats 0 0 0 0

fsm failed fsm Succss entry del
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
call timer 0 0 0

fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
stats timer 0 0

entry !pre rsp ok rsp failed
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
provisn rsp 0 2 0
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fsm Succss fsm failed entry deld
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

2 0 0
entry !pre rsp ok rsp failed fsm Succes

----------- ---------- ---------- ---------- ----------
delete rsp 0 0 0 0

fsm failed entry deld corr mismt inval gccb
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0 0
type entry !pre rsp ok rsp failed InvGCCB
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
stats rsp 0 0 0 0
type fsm Succss fsm failed corr mismt
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0
type entry !pre mda DN App mda UP App srtp ROC upd lpbk mda DN lpbk mda UP Cor
!match InvGCCB
----------- ---------- ---------- ---------- ------------ ----------- -----------
---------- ----------
media evnt 0 0 2 1 0 0

0 0

HA Stats

TDM-TDM Stats
add sent T entry Fail entry insr fsm Succss

----------- ---------- ---------- ---------- ----------
tdm create 0 0 0 0

fsm failed ent delete fail
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0

entry !pre fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
tdm modify 0 0 0

entry !pre entry del fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
tdm delete 0 0 0 0

fsm failed fsm Succss entry del
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
tdm timer 0 0 0

entry !pre rsp ok rsp failed
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
tdm prv rsp 0 0 0

fsm Succss fsm failed entry deld
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0
entry !pre rsp ok rsp failed fsm Succes

----------- ---------- ---------- ---------- ----------
tdm del rsp 0 0 0 0

fsm failed entry deld
----------- ---------- ----------

0 0

Single/Conferee Leg Stats
--------------- ---------- ---------- ---------- ----------

gccb/rtpNL pr gccb NL no gccb sd badConfIds
--------------- ---------- ---------- ---------- ----------
singl/conf add 0 0 0 0

add sent entry Fail entry insr fsm Succss
--------------- ---------- ---------- ---------- ----------
singl/conf add 0 0 0 0

fsm failed ent delete req_fail
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--------------- ---------- ---------- ---------- ----------
singl/conf add 0 0 0

entry !pre fsm failed fsm Succss
-------------- ---------- ---------- ---------- ----------
singl/conf mod 0 0 0

entry !pre entry del fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
singl/conf del 0 0 0 0

*********************** ACTIVE *******************************
FORK_SESS_IDLE FORK_SESS_ALLOCATING FORK_SESS_ALLOCATED FORK_SESS_MODIFYING

FORK_SESS_CREATE_REQ 0 0 0 0
FORK_SESS_MODIFY_REQ 0 0 0 0
FORK_SESS_DELETE_REQ 0 0 0 0
FORK_SESS_GET_STATS_REQ 0 0 0 0
FORK_SESS_PROV_RSP_OK 0 0 0 0
FORK_SESS_PROV_RSP_FAIL 0 0 0 0
FORK_SESS_DELETE_RSP 0 0 0 0
FORK_SESS_GET_STATS_RSP 0 0 0 0
FORK_SESS_STATS_TMR_EXP 0 0 0 0
FORK_SESS_TMR_EXPIRY 0 0 0 0

FORK_SESS_DELETING FORK_SESS_DELETE_PENDING
FORK_SESS_CREATE_REQ 0 0
FORK_SESS_MODIFY_REQ 0 0
FORK_SESS_DELETE_REQ 0 0
FORK_SESS_GET_STATS_REQ 0 0
FORK_SESS_PROV_RSP_OK 0 0
FORK_SESS_PROV_RSP_FAIL 0 0
FORK_SESS_DELETE_RSP 0 0
FORK_SESS_GET_STATS_RSP 0 0
FORK_SESS_STATS_TMR_EXP 0 0
FORK_SESS_TMR_EXPIRY 0 0
********************** END ACTIVE ****************************

*********************** STANDBY ******************************
FORK_SESS_IDLE FORK_SESS_ALLOCATING FORK_SESS_ALLOCATED FORK_SESS_MODIFYING

FORK_SESS_CREATE_REQ 0 0 0 0
FORK_SESS_MODIFY_REQ 0 0 0 0
FORK_SESS_DELETE_REQ 0 0 0 0
FORK_SESS_GET_STATS_REQ 0 0 0 0
FORK_SESS_PROV_RSP_OK 0 0 0 0
FORK_SESS_PROV_RSP_FAIL 0 0 0 0
FORK_SESS_DELETE_RSP 0 0 0 0
FORK_SESS_GET_STATS_RSP 0 0 0 0
FORK_SESS_STATS_TMR_EXP 0 0 0 0
FORK_SESS_TMR_EXPIRY 0 0 0 0

FORK_SESS_DELETING FORK_SESS_DELETE_PENDING
FORK_SESS_CREATE_REQ 0 0
FORK_SESS_MODIFY_REQ 0 0
FORK_SESS_DELETE_REQ 0 0
FORK_SESS_GET_STATS_REQ 0 0
FORK_SESS_PROV_RSP_OK 0 0
FORK_SESS_PROV_RSP_FAIL 0 0
FORK_SESS_DELETE_RSP 0 0
FORK_SESS_GET_STATS_RSP 0 0
FORK_SESS_STATS_TMR_EXP 0 0
FORK_SESS_TMR_EXPIRY 0 0
********************** END STANDBY ***************************

Correlators in use:0
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Corrupted table error (alloc):0

Corrupted table error (delete):0
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

gccb/rtpNL pr gccb NL no gccb sd badConfIds
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
fork_sess create 0 0 0 0

add sent T entry Fail entry insr fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0 0
fsm failed ent delete fail

----------- ---------- ---------- ---------- ----------
0 0 0

entry !pre fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
Fork session modify 0 0 0

entry !pre entry del fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
fork_sess delete 0 0 0 0

---------------- ---------- ---------- ---------- ----------

gccb !fnd entry !pre fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
fork_sess stats 0 0 0 0

fsm failed fsm Succss entry del
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
fork_sess timer 0 0 0

fsm failed fsm Succss
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
stats timer 0 0

entry !pre rsp ok rsp failed
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
provisn rsp 0 0 0

fsm Succss fsm failed entry deld
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0
entry !pre rsp ok rsp failed fsm Succes

----------- ---------- ---------- ---------- ----------
delete rsp 0 0 0 0

fsm failed entry deld corr mismt inval gccb
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0 0
type entry !pre rsp ok rsp failed InvGCCB
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
----------- ---------- ---------- ---------- ----------
stats rsp 0 0 0 0
type fsm Succss fsm failed corr mismt
----------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0

media event rate:60 per 100msec, media timeout:50 secs

Cisco IOS XE Gibraltar 16.12.1aコマンド出力に SRTPロールオーバーカウンター (ROC)
に関する情報を追加しました。上記のサンプル出力では、 srtp ROC updは、データ
プレーンからコントロールプレーンに受信された ROC更新の合計数を表します。
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show voip htsp
ルータでアクティブな VoIPおよびハイブリッドトランスポートスイッチングプロトコル
(HTSP)接続を表示するには、特権 EXECモードで showvoiphtspコマンドを使用します。

showvoiphtspinfo[controller[T1スロット番号]]

構文の説明 Htsp関連の情報を表示します。info

(オプション)DS3、T1、E1などのコントローラに関する情報を表示します。controller

(オプション) T1コントローラに関する情報を表示します。T1

(オプション)コントローラのスロット番号。スロット番

号

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドはCisco IOSRelease 15.0(1)Mより前のリリースで導入しました。15.0(1)M

使用上のガイドライン showvoiphtspcommandtoを使用して、ルータでアクティブな VoIPおよびハイブリッドトラン
スポートスイッチングプロトコル（HTSP）接続を表示します。

例 以下は、 showvoiphtspコマンドの出力例です。

Router# show voip htsp
NOTE: '-' means Not Applicable for that signalling type
SLOT/ TSP TDM TDM
PORT/ TSP BEAR CONNECT CROSS
CHANNEL HTSPINFO VTSP_CDB CDB CHAN_T DONE CONNECT
========= ========== ========== ========== ========== ======= =======
02/00/01 0x677371E8 0x68905A48 0x67757AA4 0x677371E8 y y
02/00/02 0x67737780 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/03 0x67737D18 0x68906548 0x67757584 0x67737D18 y y
02/00/04 0x677382B0 0x68904C88 0x677572F4 0x677382B0 y y
02/00/05 0x67738848 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/06 0x67738DE0 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/07 0x67739378 0x689054C8 0x67756B44 0x67739378 y y
02/00/08 0x67739910 0x68907888 0x677568B4 0x67739910 y y
02/00/09 0x67739EA8 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/10 0x6773A440 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/11 0x6773A9D8 0x68906D88 0x67756104 0x6773A9D8 y y
02/00/12 0x6773AF70 0x68908388 0x67755E74 0x6773AF70 y y
02/00/13 0x6773B508 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/14 0x6773BAA0 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/15 0x6773C038 0x689096C8 0x677556C4 0x6773C038 y y
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02/00/17 0x6773C5D0 0x68909148 0x67755434 0x6773C5D0 y y
02/00/18 0x6773CB68 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/19 0x6773D100 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/20 0x6773D698 0x68905788 0x67754C84 0x6773D698 y y
02/00/21 0x6773DC30 0x68905D08 0x677549F4 0x6773DC30 y y
02/00/22 0x6773E1C8 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/23 0x6773E760 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/24 0x6773ECF8 0x68906AC8 0x67754244 0x6773ECF8 y y
02/00/25 0x6773F290 0x68907308 0x67753FB4 0x6773F290 y y
02/00/26 0x6773F828 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/27 0x6773FDC0 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/28 0x67740358 0x689080C8 0x67753804 0x67740358 y y
02/00/29 0x677408F0 0x68908908 0x67753574 0x677408F0 y y
02/00/30 0x67740E88 0x00000000 0x00000000 0x00000000 n n
02/00/31 0x67741420 0x68909408 0x67753054 0x67741420 y y
02/02/01 0x67B88824 0x00000000 0x00000000 - - n
02/02/02 0x67B88DBC 0x00000000 0x00000000 - - n
02/02/03 0x67B89354 0x00000000 0x00000000 - - n
02/02/04 0x67B898EC 0x00000000 0x00000000 - - n
02/02/05 0x67B89E84 0x00000000 0x00000000 - - n
02/02/06 0x67B8A41C 0x00000000 0x00000000 - - n
02/02/07 0x67B8A9B4 0x00000000 0x00000000 - - n
02/02/08 0x67B8AF4C 0x00000000 0x00000000 - - n
02/02/09 0x67B8B4E4 0x00000000 0x00000000 - - n

関連コマンド descriptionコマンド

音声テレフォニーサービスプロバイダー (VTSP)に関する情報を表示します。debugvoipvtsp

show voice trace through shutdown (voice-port)
34

show voice trace through shutdown (voice-port)
show voip htsp



show voip recmsp session
アクティブな記録メディアサービスプロバイダー (MSP)セッション情報を表示するには、特
権 EXECモードで show voip recmsp sessionコマンドを使用します。

show voip recmsp session[detail ] {call-id call-id | forked call-id call-id}

構文の説明 (オプション)アクティブセッションの詳細情報を表示します。detail

フォークされたセッション情報を表示します。forked

(オプション)録音MSPコール IDを指定します。値の範囲は 1～ 2147483647で
す。

call-id
callid

コマンドデフォルト アンカーコール ID、フォークコール ID、およびMSPコール IDを持つ録音されたコールに関
する簡単な情報を表示します。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.2(1)T

forked call-id call-idパラメータは、フォーク
されたセッションと関連するアンカーされた

セッション情報の表示をサポートするために

追加されました。

Cisco IOS XE 17.18.1a

使用上のガイドライン show voip recmsp sessionコマンドを使用して、録音MSPが録音セッションを表示する方法な
ど、レコーダーに関するMSP関連情報を表示します。

show voip recmsp session detail call-id callidコマンドは、各録音セッションに関する詳細な情報
を提供します。アンカーレッグと非アンカーレッグに関する詳細を提供します。また、アン

カーストリームと非アンカーストリームがフォークされたレッグリアルタイムトランスポー

トプロトコル (RTP)ストリームにどのようにマップされるかを示します。

show voip recmsp session detail forked call-id callidコマンドは、フォークされたセッションの詳
細情報を提供します。

例 以下は、 show voip recmsp session detail call-idコマンドの出力サンプルです。表示さ
れるフィールドは説明を要しません。

Device# show voip recmsp session detail call-id 140

RECMSP active sessions:
Detailed Information
=========================
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Recording MSP Leg Details:
Call ID: 143
GUID : 7C5946D38ECD
AnchorLeg Details:
Call ID: 141
Forking Stream type: voice-nearend
Participant: 708090
Non-anchor Leg Details:
Call ID: 140
Forking Stream type: voice-farend
Participant: 10000
Forked Leg Details:
Call ID: 145
Voice Near End Stream CallID 145
Stream State ACTIVE
Voice Far End stream CallID 146
Stream State ACTIVE
Found 1 active sessions

以下は、 show voip recmsp sessionコマンドの出力例です。

Device# show voip recmsp session
RECMSP active sessions:
MSP Call-ID AnchorLeg Call-ID ForkedLeg Call-ID
13 12 14
Found 1 active sessions

以下は、 show voip recmsp session detail forked call-id call-idコマンドの出力例です。

Device# show voip recmsp session detail forked call-id 14
CC Call-ID: 12 Anchor:
Dur: 00:00:13 Dialpeer-Tag: 9:
Stream 1: voice-only
tx: 1391/278200 rx: 891/178200
Remote-Addr: 10.10.10.162:6000, Local-Addr: 10.10.10.195:8018
Status: ACTIVE

CC Call-ID: 14 Forked:
Dur: 00:00:13 Dialpeer-Tag: 10:
Stream 1: voice-nearend
tx: 1391/278200
Remote-Addr: 10.10.10.162:6000, Local-Addr: 10.10.10.195:8020
Status: ACTIVE
Stream 2: voice-farend
tx: 891/178200
Remote-Addr: 10.10.10.162:6002, Local-Addr: 10.10.10.195:8022
Status: ACTIVE

Found 1 active sessions

関連コマンド descriptionコマンド

音声クラスの録音パラメータを設定します。media-recording
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show voip rtp connections
Real-Time Transport Protocol（RTP）の名前付きイベントパケットを表示するには、特権 EXEC
モードで showvoiprtpconnectionsコマンドを使用します。

showvoiprtpconnections[detail]

構文の説明 (オプション)通話に関連付けられた着信側と発信側の番号を表示します。detail

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.0

detailキーワードが追加されました。12.3(7)T

このコマンドが Cisco 2800シリーズおよび Cisco 3800シリーズ
に実装されました。

12.3(14)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(2)Tに統合されました。12.4(2)T

コマンド出力が更新され、IPv6情報が表示されるようになりま
した。

12.4(22)T

コマンド出力が拡張され、VRF情報が表示されるようになりま
した。

Cisco IOS 15.6(2)T

コマンド出力が拡張され、SRTPロールオーバーカウンター
(ROC)情報が表示されるようになりました。

Cisco IOS XE Gibraltar
16.12.1a

コマンド出力が更新され、リモート IPアドレスとポートに基づ
いて SRTPロールオーバーカウント (ROC)情報が表示されるよ
うになりました。

Cisco IOS XEジブラルタル
16.12.2

使用上のガイドライン このコマンドは、ローカルエンドポイントとリモートエンドポイントの両方の発信者 ID番
号、IPアドレス、ポートなど、RTP名前付きイベントパケットに関する情報を表示します。
このコマンドの出力には、システム内のすべての接続の概要が提供され、この情報を使用して

デバッグの基準を絞り込むことができます。 debugvoiprtpコマンドは、コンソールに音声パ
ケット情報を大量に送信します。 showvoiprtpconnectionsコマンドを使用すると、発信者 ID、
リモート IPアドレス、またはリモートポート IDを取得し、これを使用して debugvoiprtpコ
マンドからの出力を制限できます。
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detailキーワードを使用すると、2つの RTPコールレッグを接続して VoIP間または VoIPから
POTSへのヘアピンを作成した電話機を識別できます。 detailキーワードを省略すると、ヘア
ピンコールルーティングによって接続されたコールは出力に表示されません。

例 以下の表では、例に示されている重要なフィールドについて説明します。「VoIP RTP
アクティブ接続」の下の出力の各行には、1つのコールレッグの情報が表示されます。
電話の通話は通常、発信側に接続された 1つのコールレッグと着信側に接続された 1
つのコールレッグの 2つのコールレッグで設定されます。ルータは 2つのコールレッ
グを結合（またはブリッジ）して発信します。 showvoiprtpconnectionsコマンドは、
H.323およびセッション開始プロトコル（SIP）コールのRTP情報のみを表示します。
POTSコールレッグは直接表示しません。 IP電話の情報は、 showephoneoffhookコマ
ンドを使用して表示できます。

次のサンプル出力は、Cisco Unified CommunicationsManager Express (Unified CME)シス
テムに接続されている IP電話に転送される着信 H.323コールを示しています。

Router# show voip rtp connections
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP RemoteIP
1 21 22 16996 18174 10.4.204.37 10.4.204.24
Found 1 active RTP connections

次のサンプル出力は、前の例と同じ呼び出しを示していますが、コマンドでdetailキー
ワードを使用しています。サンプル出力には、両方のコールレッグ (21と 22)の着信
番号 (1509)と発信番号 (8108)が表示されています。単純な Aから Bへのコールの場
合、着信番号と発信番号は両方のレッグで同じです。レッグ 21は H.323セグメント
であり、レッグ 22は IP電話に送られる POTSセグメントです。

Router#show voip rtp connections detail
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP RemoteIP
1 21 22 16996 18174 10.4.204.37 10.4.204.24
callId 21 (dir=1):called=1509 calling=8108 redirect=

dest callId 22:called=1509 calling=8108 redirect=
1 context 64FB3358 xmitFunc 6032E8B4

Found 1 active RTP connections

次の例は、前の例の通話が内線 1509によって内線 1514に転送されることを示してい
ます。dstCallIdが 22から 24に変更されていますが、転送された側の元のコールレッ
グ (21)はまだ存在していることに注意してください。これは、この特定の通話では
H.450.2機能が無効にされていたことを意味します。これは、転送に H.450.2が使用さ
れていた場合、転送によって着信 H.323コールレッグが新しい通話に置き換えられて
いたためです。

Router# show voip rtp connections
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP RemoteIP
1 21 24 16996 18174 10.4.204.37 10.4.204.24
Found 1 active RTP connections

次の例は、前の例と同じ転送の詳細な出力を示しています。元の着信コールレッグは

まだ存在しており（21）、元の着信番号と発信番号も残っています。転送されたコー
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ルレッグ（２４）は、発信者として１５０９（転送側）を示し、着信者として１５１４
（転送先）を示す。

Router# show voip rtp connections detail
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP RemoteIP
1 21 24 16996 18174 10.4.204.37 10.4.204.24
callId 21 (dir=1):called=1509 calling=8108 redirect=

dest callId 24:called=1514 calling=1509 redirect=
1 context 6466E810 xmitFunc 6032E8B4

Found 1 active RTP connections

次のサンプル出力は、2つの H.323コールレッグによるクロスリンクコールを示して
います。出力の最初の行は、最初のコールレッグの CallIDが 7であり、このコール
レッグが宛先 CallIDが 8である別のコールレッグに関連付けられていることを示して
います。次の行は、レッグに対する CallIDが 8であり、宛先 CallIDが 7である別の
コールレッグに関連付けられていることを示しています。CallID 7と 8の間のこの相
互リンクは、最初のコールレッグが 2番目のコールレッグに関連付けられていること
（およびその逆）を示しています。このことから、2つの通話レッグは実際には同じ
電話通話の一部であると推測できます。

アクティブシステムでは、どの行に相互リンク関係があるかを確認するために、多数

の出力行を調べる必要があることが予想されます。関連する 2つのコールレッグを示
す行は、必ずしも隣接する順序でリストされるわけではありません。

Router# show voip rtp connections
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP RemoteIP

1 7 8 16586 22346 172.27.82.2 172.29.82.2

2 8 7 17010 16590 172.27.82.2 192.168.1.29

Found 2 active RTP connections

次の例は、IPv6のローカルアドレスとリモートアドレスを含む RTP情報を示してい
ます。

Router# show voip rtp connections
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP RemoteIP

1 11 9 17424 18282 2001:DB8:C18:1:218:FEFF:FE71:2AB6
2001:DB8:C18:1:218:FEFF:FE71:2AB6
2 12 10 18282 17424 2001:DB8:C18:1:218:FEFF:FE71:2AB6
2001:DB8:C18:1:218:FEFF:FE71:2AB6
Found 2 active RTP connections

次の例は、VRFの詳細を含む RTP情報を示しています。
Router# show voip rtp connections
VoIP RTP Port Usage Information:
Max Ports Available: 23001, Ports Reserved: 101, Ports in Use: 2
Min Max Ports Ports Ports
Media-Address Range Port Port Available Reserved In-use
------------------------------------------------------------------------------

show voice trace through shutdown (voice-port)
39

show voice trace through shutdown (voice-port)
show voip rtp connections



Global Media Pool 8000 48198 19999 101 2
------------------------------------------------------------------------------
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP RemoteIP MPSS VRF
1 1 2 25000 16390 10.0.0.1 10.0.0.2 NO VRF1
2 2 1 25002 16398 11.0.0.1 11.0.0.2 NO VRF2

SRTPロールオーバーカウンター (ROC)情報は「SSRC:ROC」形式で表示され、リモー
ト IPアドレスとポートに基づいて更新されます。

次の例は、SRTP呼び出しの SRTP ROC情報を示しています。
Router#show voip rtp connections detail
VoIP RTP Port Usage Information:
Max Ports Available: 59794, Ports Reserved: 206, Ports in Use: 2
Port range configured

Min Max Ports Ports Ports
Media-Address Range Port Port Available Reserved In-use
------------------------------------------------------------------------------
Global Media Pool 5500 65498 29897 103 2

IP Address Based Media Pool
------------------------------------------------------------------------------
8.39.15.21 8.39.15.21 5500 65498 29897 103 0

Port-Range 10000 20000
------------------------------------------------------------------------------
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP
RemoteIP MPSS VRF
1 323 324 5508 9256 10.64.86.90
10.65.105.60 NO NA
callId 323 (dir=1): called=6010 calling=7776 redirect= loopback=NO confID=3 mode=3
rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 324:
called=6010 calling=7776 redirect= , confID:3
, vrf = NA
1 context 0x7F8FD8A428D0 xmitFunc 0x5605693121F0

2 324 323 5510 31826 10.64.86.90
10.64.88.52 NO NA
callId 324 (dir=2): called=6010 calling=7776 redirect= loopback=NO confID=3 mode=3
rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 323:
called=6010 calling=7776 redirect= , confID:3
, vrf = NA
1 context 0x7F8FD8B11698 xmitFunc 0x5605693121F0

SRTP information for endpoints:
==========================================================
remote ip = 10.64.88.52, remote port=31826
RX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0xBF85C508:0x1
TX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0x1E4E1915:0x1
----------------------------------------------------------
Found 2 active RTP connections

上記の例では、 0xBF85C508は同期ソース (SSRC)であり、 0x1は ROCです。 RX
SRTP ROCコンテキストは、メディアセッションで受信したすべてのストリームの
暗号化 SRTPコンテキストです。 TX SRTP ROCコンテキストは、メディアセッショ
ンのすべての送信ストリームの暗号化 SRTPコンテキストです。

ROCは、RTPシーケンス番号 (最大 65535)がロールオーバーするたびに増加します。
Router#show voip rtp connections detail
VoIP RTP Port Usage Information:
Max Ports Available: 59794, Ports Reserved: 206, Ports in Use: 2
Port range configured
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Min Max Ports Ports Ports
Media-Address Range Port Port Available Reserved In-use
------------------------------------------------------------------------------
Global Media Pool 5500 65498 29897 103 2

IP Address Based Media Pool
------------------------------------------------------------------------------
8.39.15.21 8.39.15.21 5500 65498 29897 103 0

Port-Range 10000 20000
------------------------------------------------------------------------------
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP
RemoteIP MPSS VRF
1 323 324 5508 9256 10.64.86.90
10.65.105.60 NO NA
callId 323 (dir=1): called=6010 calling=7776 redirect= loopback=NO confID=3 mode=3
rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 324:
called=6010 calling=7776 redirect= , confID:3
, vrf = NA
1 context 0x7F8FD8A428D0 xmitFunc 0x5605693121F0

2 324 323 5510 31826 10.64.86.90
10.64.88.52 NO NA
callId 324 (dir=2): called=6010 calling=7776 redirect= loopback=NO confID=3 mode=3
rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 323:
called=6010 calling=7776 redirect= , confID:3
, vrf = NA
1 context 0x7F8FD8B11698 xmitFunc 0x5605693121F0

SRTP information for endpoints:
==========================================================
remote ip = 10.64.88.52, remote port=31826
RX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0xBF85C508:0x2
TX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0x1E4E1915:0x2
----------------------------------------------------------
Found 2 active RTP connections

上記の例では、 0xBF85C508は同期ソース (SSRC)であり、 0x2は ROCです。
Router#show voip rtp connections detail
VoIP RTP Port Usage Information:
Max Ports Available: 59794, Ports Reserved: 206, Ports in Use: 2
Port range configured

Min Max Ports Ports Ports
Media-Address Range Port Port Available Reserved In-use
------------------------------------------------------------------------------
Global Media Pool 5500 65498 29897 103 2

IP Address Based Media Pool
------------------------------------------------------------------------------
8.39.15.21 8.39.15.21 5500 65498 29897 103 0

Port-Range 10000 20000
------------------------------------------------------------------------------
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP
RemoteIP MPSS VRF
1 323 324 5508 9256 10.64.86.90
10.65.105.60 NO NA
callId 323 (dir=1): called=6010 calling=7776 redirect= loopback=NO confID=3 mode=3
rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 324:
called=6010 calling=7776 redirect= , confID:3
, vrf = NA
1 context 0x7F8FD8A428D0 xmitFunc 0x5605693121F0

2 324 323 5510 31826 10.64.86.90
10.64.88.52 NO NA
callId 324 (dir=2): called=6010 calling=7776 redirect= loopback=NO confID=3 mode=3
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rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 323:
called=6010 calling=7776 redirect= , confID:3
, vrf = NA
1 context 0x7F8FD8B11698 xmitFunc 0x5605693121F0

SRTP information for endpoints:
==========================================================
remote ip = 10.64.88.52, remote port=31826
RX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0xBF85C508:0x1 0xF487C8FF:0x1 0xE127C8FF:0x1
0xC987C8FF:0x1 0xD567C8FF:0x1
TX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0x1E4E1915:0x1 0xF487C8FF:0x1 0xE127C8FF:0x1
0xC987C8FF:0x1 0xD567C8FF:0x1
----------------------------------------------------------
Found 2 active RTP connections

上記の例は、単一のメディアセッション (たとえば、ビデオコール中)に複数の SSRC
が関係している場合の、SSRCごとの ROCコンテキストを示しています。

高可用性シナリオでは、ROC更新はチェックポイント化され、切り替え後も保持され
ます。アクティブルータは、ROC更新を受信したすべての SSRCを逆時系列でリス
トします。以下の例では、 0xE502F046:0x2が最新の ROC更新を受信し、
0x94A522FC:0x1がその前に ROC更新を受信しています。 SSRCが 5個を超える場合
は、最初の 5個の SSRC（最近 ROC更新を受信した SSRC）のみがチェックポイント
の対象となります。

次の例は、アクティブルータからの出力を示しています。

Device#show voip rtp connections detail
VoIP RTP Port Usage Information:
Max Ports Available: 59794, Ports Reserved: 206, Ports in Use: 2
Port range configured

Min Max Ports Ports Ports
Media-Address Range Port Port Available Reserved In-use
------------------------------------------------------------------------------
Global Media Pool 5500 65498 29897 103 2

IP Address Based Media Pool
------------------------------------------------------------------------------
8.39.15.21 8.39.15.21 5500 65498 29897 103 0

Port-Range 10000 20000
------------------------------------------------------------------------------
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP
RemoteIP MPSS VRF
1 3 4 5500 29330 10.64.86.90
10.64.88.11 NO NA
callId 3 (dir=0): called=6010 calling=7010 redirect= loopback=NO confID=1 mode=3
rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 4: called=6010
calling=7010 redirect= , confID:1
, vrf = NA
1 context 0x7F378AC01E38 xmitFunc 0x55CD6A2182C0

2 4 3 5502 17580 10.64.86.90
10.64.88.52 NO NA
callId 4 (dir=0): called=6010 calling=7010 redirect= loopback=NO confID=1 mode=3
rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 3: called=6010
calling=7010 redirect= , confID:1
, vrf = NA
1 context 0x7F37D1CE7A38 xmitFunc 0x55CD6A2182C0

SRTP information for endpoints:
==========================================================
remote ip = 10.64.88.52, remote port=17580
RX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0xE502F046:0x2 0x94A522FC:0x1 0x79C19EC:0x1 0x8453A05E:0x8
0xE27329A2:0x1 0xE08E9236:0x4 0xD8A97DA8:0x1 0xDCD0D1C7:0x1
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TX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0xD22D83EE:0x2 0x8C9EFB1C:0x1 0x90A2D00C:0x1
0xD9C0D844:0x8 0x54F9FA7D:0x1 0xDCA9E096:0x4 0x6D539A3B:0x1 0x5067FDE8:0x1
----------------------------------------------------------
Found 2 active RTP connections

次の例は、スタンバイルータからの出力を示しています。

Device#show voip rtp connections detail
VoIP RTP Port Usage Information:
Max Ports Available: 59794, Ports Reserved: 206, Ports in Use: 2
Port range configured

Min Max Ports Ports Ports
Media-Address Range Port Port Available Reserved In-use
------------------------------------------------------------------------------
Global Media Pool 5500 65498 29897 103 2

IP Address Based Media Pool
------------------------------------------------------------------------------
8.39.15.21 8.39.15.21 5500 65498 29897 103 0

Port-Range 10000 20000
------------------------------------------------------------------------------
VoIP RTP active connections :
No. CallId dstCallId LocalRTP RmtRTP LocalIP
RemoteIP MPSS VRF
1 3 4 5500 29330 10.64.86.90
10.64.88.11 NO NA
callId 3 (dir=0): called=6010 calling=7010 redirect= loopback=NO confID=1 mode=3
rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 4: called=6010
calling=7010 redirect= , confID:1
, vrf = NA
2 4 3 5502 17580 10.64.86.90
10.64.88.52 NO NA
callId 4 (dir=0): called=6010 calling=7010 redirect= loopback=NO confID=1 mode=3
rtp(tx:0/rx:0) rtcp(tx:0/rx:0) MPSS NO VRF NA peer callId 3: called=6010
calling=7010 redirect= , confID:1
, vrf = NA
SRTP information for endpoints:
==========================================================
remote ip = 10.64.88.52, remote port=17580
RX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0xE502F046:0x2 0x94A522FC:0x1 0x79C19EC:0x1 0x8453A05E:0x8
0xE27329A2:0x1
TX SRTP ROC Context (SSRC:ROC): 0xD22D83EE:0x2 0x8C9EFB1C:0x1 0x90A2D00C:0x1
0xD9C0D844:0x8 0x54F9FA7D:0x1
----------------------------------------------------------
Found 2 active RTP connections

表 6 : show voip rtp connectionsフィールドの説明

descriptionフィールド

この出力内の RTP接続の識別子。No.

テレフォニーコールレッグ (RTP接続)の内部コール識別子。CallId

VoIPコールレッグの内部コール識別子。dstCallId

ローカルエンティティのメディアストリームの RTPポート。LocalRTP

リモートエンティティのメディアストリームの RTPポート。RmtRTP
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descriptionフィールド

ローカルエンティティのメディアストリームの IPv4または IPv6アド
レス。

LocalIP

リモートエンティティのメディアストリームの IPv4または IPv6アド
レス。

RemoteIP

0は発信コールを示します。 1は着信通話を示します。dir

通話を受信した内線番号。called

通話を発信した内線番号。calling

着信が転送された場合の元の着信番号。redirect

呼び出しに関連付けられた制御ブロックの内部メモリアドレス。context

着信 RTPパケット (H.323および SIP側)が送信される送信機能の内部
メモリアドレス。パケットを ephoneに配信する機能のアドレス。

xmitFunc

通話に関連付けられた仮想ルーティングおよび転送 (VRF)。VRF

SRTPロールオーバーカウンター情報。SSRC:Index

メディアセッションで受信したすべてのストリームの暗号 SRTPコン
テキスト。

RX SRTP ROC
Context

メディアセッションのすべての送信ストリームに対するSRTP暗号コン
テキスト。

TX SRTP ROC
Context

関連コマンド descriptionコマンド

RTP名前付きイベントパケットのデバッグを有効にします。debugvoiprtp

現在オフフックになっている電話機の情報とパケット数を表示します。showephoneoffhook
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show voip rtp forking
Real-Time Transport Protocol（RTP）メディアフォーク接続を表示するには、特権EXECモード
で showvoiprtpforkingコマンドを使用します。

showvoiprtpforking

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(24)Tより前のリリースで導入されました。12.4(24)T

使用上のガイドライン showvoiprtpforkingコマンドは、ストリームの種類、IPアドレス、ローカルエンドポイントと
リモートエンドポイントの両方のポートなど、RTPネームドイベントパケットに関する情報
を表示します。このコマンドの出力には、システム内のすべてのメディアフォーク接続の概要

が提供され、この情報を使用してデバッグの基準を絞り込むことができます。 debugvoiprtp
コマンドは、コンソールに音声パケット情報を大量に送信します。 showvoiprtpforkingコマン
ドを使用すると、debugvoiprtpコマンドからの出力を制限するために使用できるリモート IP
アドレスまたはリモートポート識別子を表示できます。

例 以下は、 showvoiprtpforkingコマンドの出力例です。

Router# show voip rtp forking
VoIP RTP active forks :
Fork 1
stream type voice-only (0): count 1
remote ip 9.13.36.101, remote port 20590, local port 17596
codec g711alaw, logical ssrc 0x60
packets sent 237, packets received 413

stream type voice+dtmf (1): count 0
stream type dtmf-only (2): count 0
stream type voice-nearend (3): count 1
remote ip 9.13.36.102, remote port 18226, local port 17434
codec g729r8, logical ssrc 0x103
packets sent 39, packets received 0

stream type voice+dtmf-nearend (4): count 0
stream type voice-farend (5): count 1
remote ip 9.13.36.120, remote port 16912, local port 21098
codec g729r8, logical ssrc 0x105
packets sent 39, packets received 0

stream type voice+dtmf-farend (6): count 0
stream type video (7): count 0

以下の表は、画面に表示される重要なフィールドについて説明しています。
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表 7 : show voip rtp forkingフィールドの説明

descriptionフィールド

ストリームの種類を示します。stream type

指定されたタイプのストリーム内のパケットの数。カウント

リモートエンティティのメディアストリームの IPv4または IPv6アドレス。リモート IP

リモートエンティティのメディアストリームの RTPポート。remote port

ローカルエンティティのメディアストリームの RTPポート。local port

指定されたチャネルでサポートされているコーデック。codec

指定されたチャネルの論理同期ソース (SSRC)を示します。logical ssrc

チャネルから送信されたパケットの合計数。packets sent

チャネルによって受信されたパケットの合計数。packets received

関連コマンド descriptionコマンド

RTP名前付きイベントパケットのデバッグを有効にします。debugvoiprtp
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show voip rtp stats
設定に基づいて RTP統計とエラーカウンターを表示します。

showvoiprtpstats

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XEリリース
3.9S

以前は、「show voip rtp stats」コマンドは、グローバルポートテー
ブルから割り当てられたポートの詳細のみを表示していました。

Cisco IOSXEBengaluru 17.4.1a以降、このコマンドは次のポートテー
ブルから割り当てられたポートの詳細も表示します。

•メディア IPアドレスベースのテーブル

•メディア VRFベースのテーブル

各テーブルに対して一意の識別子が生成され、表示されます。これ

は、「clear voip rtp port」コマンドへの参照として機能します。

Cisco IOS XE Bengaluru
17.4.1a

次の例では、複数のテーブルからのポート割り当てを表示します。

Router# show voip rtp stats
------------
RTP DP stats
------------
DP: add add-pend add-video mod mod-!rtp del-leg1 del/dstroy
---- ---------- ---------- ---------- ---------- ---------- ---------- ----------

4 0 0 0 0 0 0
DP LPBK: add add-video mod mod-!rtp del-leg1 del/dstroy
--------- ---------- ---------- ---------- ---------- ---------- ----------

0 0 0 0 0 0
DP single leg: add mod del/dstroy
--------------- ----- ----- -----------

0 0 0
DP conf leg : add mod del/dstroy
--------------- ----- ----- -----------

0 0 0

dp_mod_dst_zero : 16
dp_mod_no_change : 32
dp_skip_mod_addnotdone : 8

VOIP RTP Max Media Loop Count : 6
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VOIP RTP Stats Counters :
GCCB:Inserted =8 Removed =0
PORT:Allocated=8 Reserved=0 Released=0 Invalid Index=0 Port
Overwrite=0
SIPSPI:Leak(Avoided=0 Suspected=0 ) Lost Port Handle=0
RTSP:Leak(Avoided=0 Suspected=0 )

VOIP RTP Error Counters :
gccb null invalid callid (6) count = 8
gccb null for callid (7) count = 18

2 errortypes observed

Min Max Ports Ports Ports
Media-Address Range Port Port Available Reserved In-use
------------------------------------------------------------------------------
Global Media Pool (ID :1) 10000 40000 14900 101 0

Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------

Min Max Ports Ports Ports
IP Address Based Media Pool (ID :4) Port Port Available Reserved In-use
-------------------------------------------------------------------------------------------
8.43.21.94 8.43.21.94 20000 30000 4900 101 4

Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------
20000 Inserted 1 20000 N N
20002 Inserted 4 20002 N N
20004 Inserted 5 20004 N N
20006 Inserted 8 20006 N N

Min Max Ports Ports Ports
IP Address Based Media Pool (ID :5) Port Port Available Reserved In-use
-------------------------------------------------------------------------------------------
10.65.125.167 10.65.125.167 25000 35000 5001 0 0

Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------

Min Max Ports Ports Ports
IP Address Based Media Pool (ID :6) Port Port Available Reserved In-use
-------------------------------------------------------------------------------------------
2001:DB8:85A3::8A2E:370:7334
2001:DB8:85A3::8A2E:370:8800 20000 30000 4900 101 0

Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------

Min Max Ports Ports Ports
VRF ID Based Media Pool (ID :2) Port Port Available Reserved In-use
-------------------------------------------------------------------------------------------
VRF1 14000 48000 16900 101 2

Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------
14000 Inserted 6 14000 N N
14002 Inserted 7 14002 N N

Min Max Ports Ports Ports
VRF ID Based Media Pool (ID :3) Port Port Available Reserved In-use
-------------------------------------------------------------------------------------------
VRF2 20000 48000 13900 101 2
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Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------
20000 Inserted 2 20000 N N
20002 Inserted 3 20002 N N

Total=513, GCCB(Inserted=8, Deleted=0, Null=0 Possible Leaked=0, Blocked=505)
------------------------------------------------------------------------------

次の例では、通話シナリオでハングしたポートを表示します。ハングしたポートを特

定するには、次の 2つの方法があります。

• show voip rtp statsコマンド出力の「Possible Leaked」値を確認します。「リーク
の可能性」の値は、すべてのポートテーブル内のハングしたポートの合計数を示

します。

•各テーブルの「リーク」フラグの値を確認します。「Y」の場合は、ポートがハ
ングしている状態です。

Router# show voip rtp stats
Min Max Ports Ports Ports

Media-Address Range Port Port Available Reserved In-use
------------------------------------------------------------------------------
Global Media Pool (ID :1) 8000 48198 19999 101 0

Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------

Min Max Ports Ports Ports
IP Address Based Media Pool (ID :2) Port Port Available Reserved In-use
-------------------------------------------------------------------------------------------
8.43.21.94 8.43.21.94 10000 40000 14900 101 3

Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------
10024 Null Y
10028 Null Y
10034 Null Y

Total=205, GCCB(Inserted=0, Deleted=0, Null=3, Possible Leaked=3, Blocked=202)
------------------------------------------------------------------------------

CSR#clear voip rtp port 2 10024,10028,10034
Any port(s) associated with an active call will not be cleared.[confirm]
Cleared port 10024
Cleared port 10028
Cleared port 10034

ハングしたポートを解放した後、show voip rtp statsコマンドを実行します。以下の手
順を実行することで、ハングしたポートがないことを確認できます。

• show voip rtp statsコマンド出力の「Possible Leaked」値を確認します。「Possible
Leaked」値はゼロにする必要があります。

•各ポートテーブルの「Leak」フラグの値を確認します。値はテーブルから削除さ
れます。
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Min Max Ports Ports Ports
Media-Address Range Port Port Available Reserved In-use
------------------------------------------------------------------------------
Global Media Pool (ID :1) 8000 48198 19999 101 0

Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------

Min Max Ports Ports Ports
IP Address Based Media Pool (ID :2) Port Port Available Reserved In-use
-------------------------------------------------------------------------------------------
8.43.21.94 8.43.21.94 10000 40000 14900 101 0

Port GCCB Status CallID Src Port Leak? No call
------------------------------------------------------------

Total=202, GCCB(Inserted=0, Deleted=0, Null=0, Possible Leaked=0, Blocked=202)
------------------------------------------------------------------------------
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show voip stream-service callid
メディアフォーク要求を開始したコール IDを使用してWebSocketコールに関する詳細情報を
表示するには、特権 EXECモードで showvoipstream-service callid callid コマンドを使用しま
す。

show voip stream-service callid callid

構文の説明 メディアフォーク要求を開始したWebSocketコールの通話コントロールコール ID。callid

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

使用上のガイドライン 以下は、この showコマンドによって表示されるWebSocket呼び出しに関する詳細の一部です。

• WebSocket ID

•フォークセッション ID

•コール GUID

•近端チャネル ID

•遠端チャネル ID

• Status

• TX/RXパケットが複製される

• TX/RXオクテットの複製

• TX/RXパケットがドロップされました

• TX/RXオクテットがドロップされました

例 以下は、WebSocket接続に関連付けられた呼び出し IDのコマンド show voip
stream-service callid callid のサンプル出力です。

router#Show voip stream-service callid 18
WebSocket id : 11
Fork session id : 2
Call GUID : 3FBF760000010000001FF2691D0816AC
Near-end channel id : 3
Far-end channel id : 4
Status : Active

TX packets replicated : 231
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TX octets replicated : 36960
TX packets dropped : 0
TX octets dropped : 0
RX packets replicated : 231
RX octets replicated : 36960
RX packets dropped : 0
RX octets dropped : 0

次の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 8 : Show voip stream-service callid <callid>フィールドの説明

WebSocket接続に関連付けられた一意の ID番号。WebSocket ID

WebSocket接続のフォークセッションに関連付けられた ID番号。Fork Session ID

WebSocket呼び出しの一意の ID。Call GUID

分岐した通話の近端（CVP側）チャネルの一意の ID。Near-end Channel
ID

分岐した通話の遠端 (CUBE側)チャネルの一意の ID。Far-end Channel ID

WebSocketフォークのステータス:アクティブ (メディアフォークが進行
中)、一時停止 (メディアフォークが保留中)、停止 (メディアフォークが
停止)。

Status

関連コマンド descriptionコマンド

Unified Border Element内のアクティブなWebSocket接続
に関する情報を表示します。

show voip stream-service connection

UnifiedBorderElement内のすべての閉じられたWebSocket
接続に関する情報を表示します。

show voip stream-service connection
history

WebSocketサーバーの IPとポートに基づいて、WebSocket
接続に関する情報を表示します。

show voip stream-service server
<ip:port>
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show voip stream-service connection
CUBE内のすべてのアクティブなWebSocket接続に関する情報を表示するには、特権 EXEC
モードで showvoipstream-serviceconnectionコマンドを使用します。

show voip stream-service connection

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、アクティブ状態のWebSocket接続のリストを表示します。アクティ
ブなWebSocket接続ごとに、アクティブな呼び出しの数と合計呼び出し数が表示されます。
Active Callsは、このWebSocket接続をフォークに使用するアクティブコールの数です。 Total
Callsは、このWebSocket接続をフォークに使用したコールの合計数です。

次のシナリオでは、CUBEはリモート IPアドレスとポートではなく、リモートホスト名と
ポートの情報を表示します。

• SIP re-INVITE内の JSONエンコードされたMIME添付ファイルには、リモート IPアドレ
スではなくリモートホスト名が含まれています。

• CLIコマンド proxyは、メディアプロファイル設定モードで設定されます。

例 次のサンプル出力は、WebSocket ID全体のアクティブな呼び出し情報と合計呼び出し
情報を表示します。

router#show voip stream-service connection
ID Local IP:Port Remote Hostname/IP:Port Secure Active Sessions
Total Sesions

68 10.65.125.186:30097 10.64.86.215:5022 No 10
10
66 10.65.125.186:41051 10.64.86.70:5067 Yes 1
1
30 10.65.126.206:46884 hdfwehdfgewjkgw...:8090 No 0
1

**Remote Hostname is truncated if it exceeds 15 characters.
------------------------------------------------------------------------------------------

次の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 9 : Show voip stream-service connectionフィールドの説明

CUBE上のWebSocket接続に割り当てられた IPアドレスとポート。Local IP:Port
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リモートWebSocketサーバーの IPアドレスまたはホスト名と対応するポー
ト。

Remote
IP:Port

WebSocket接続でのアクティブコールの合計数。Active Calls

このWebSocket接続で処理された通話の合計数。Total Calls

関連コマンド descriptionコマンド

CUBE内のすべての閉じられたWebSocket接続に関する
情報を表示します。

show voip stream-service connection
history

WebSocketサーバーの IPとポートに基づいて、WebSocket
接続に関する情報を表示します。

show voip stream-service server
<ip:port>

WebSocket IDに基づいてWebSocket接続に関する情報を
表示します。また、フォークされた呼び出しの詳細もす

べて表示されます。

show voip stream-service connection
id <id>
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show voip stream-service connection history
Cisco Unified Border Element内のすべての閉じられたまたは古いWebSocket接続に関する情報
を表示するには、特権 EXECモードで showvoipstream-serviceconnection history コマンドを使
用します。

show voip stream-service connection history

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、閉じられた状態または古い状態にあるすべてのWebSocket接続のリ
ストを表示します。合計呼び出し回数とWebSocket接続切断の理由も表示されます。

この CLIコマンド出力では、サーバーごとに最大 100エントリがサポートされます。（注）

例 router#show voip stream-service connection history
Id Local IP:Port Remote IP:Port Secure Total Disconnect Cause

Sessions
16 10.65.125.186:41167 10.64.86.215:5022 No 5 WS_IDLE_TIMEOUT_CLOSURE

33 10.65.125.186:11079 10.64.86.215:5022 Yes 10 WS_IDLE_TIMEOUT_CLOSURE

48 10.65.125.186:38169 10.64.86.70:5067 No 1 WS_IDLE_TIMEOUT_CLOSURE

**Remote Hostname is truncated if it exceeds 15 characters

次の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 10 : Show voip stream-service connection historyフィールドの説明

Cisco Unified Border Element上のWebSocket接続に割り当てられた IPアドレ
スとポート。

Local ip:port

リモートWebSocketサーバーの IPアドレスとポート。Remote ip:port

このWebSocket接続で処理された通話の合計数。Total Calls

WebSocket接続が終了した理由。Disconnect
Cause
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関連コマンド descriptionコマンド

Unified Border Element内のアクティブなWebSocket接続
に関する情報を表示します。

show voip stream-service connection

WebSocketサーバーの IPとポートに基づいて、WebSocket
接続に関する情報を表示します。

show voip stream-service server
<ip:port>

WebSocket IDに基づいてWebSocket接続に関する情報を
表示します。また、フォークされた呼び出しの詳細もす

べて表示されます。

show voip stream-service connection
id <id>
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show voip stream-service connection id
Cisco Unified Border Element内の特定のWebSocket接続に関する詳細情報を表示するには、特
権 EXECモードで showvoipstream-serviceconnection id id コマンドを使用します。

show voip stream-service connection id id

構文の説明 WebSocket接続に関連付けられた ID。id

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

GCM暗号スイートネゴシエーションのサポートが追加さ
れました。

Cisco IOS XEダブリン 17.12.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、特定のWebSocket接続に関する詳細情報を表示します。情報は、
WebSocket接続に関連付けられた一意の IDに基づいて提供されます。以下は、showコマンド
によって表示されるWebSocket接続に関する詳細の一部です。

• WebSocket ID

•総コールカウント

•アクティブコール数

•サーバーアドレス

• Local Address

•状態

•接続タイムスタンプ

•アイドルタイムスタンプ

•切断原因

•コールレッグの詳細

•セキュア

• TLSバージョン

•暗号スイート

•認証トークン
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例 以下は、アクティブなWebSocket接続のコマンド show voip stream-service connection
id id のサンプル出力です。

router#show voip stream-service connection id 2
Id:2
Total call count:1
Active calls count:1
State: Active
Connected at: *Aug 21 20:34:43 UTC
Anchor leg cccallid Data plane fork session id

2 1

以下は、切断されたWebSocket接続のコマンド show voip stream-service connection id
id のサンプル出力です。

router#show voip stream-service connection id 16
Id:16
Total Calls:5
State: Disconnected
Connected at: *Aug 21 12:13:34 UTC
Disconnected at: *Aug 21 12:18:34 UTC
Disconnect Cause: WS_IDLE_TIMEOUT_CLOSURE

以下は、アイドル状態のWebSocket接続に対するコマンド show voip stream-service
connection id id のサンプル出力です。

router#sh voip stream-service connection id 24
Id: 24
Total sessions: 1
Secure: No
Auth Token:
e2238f3a-e43c-3f54-a05a-dd2e4bd4631fe2238f3a-e43c-3f54-a05a-dd2e4bd4631fe2238f3a-e43c-3f54-a05a-dd2e...

Server Address: 8.43.24.49:2313
Local Address: 8.43.21.36:19631
Proxy : 8.43.24.189:8097
State: Disconnected
Connected at: *Oct 27 05:35:35 UTC
Disconnected at: *Oct 27 05:40:56 UTC
Disconnect Cause: WS_TCP_CONNECTION_CLOSURE

以下は、安全なWebSocket接続のコマンド show voip stream-service connection id id の
サンプル出力です。

router#sh voip stream-service connection id 38
Id: 38
Total session count: 1
Active session count: 1
Secure: Yes
TLS Version: TLS1.2
Cipher Suite: AES128-SHA
Auth Token:
e2238f3a-e43c-3f54-a05a-dd2e4bd4631fe2238f3a-e43c-3f54-a05a-dd2e4bd4631fe2238f3a-e43c-3f54-a05a-dd2e...

Server Address: 8.43.24.49:2311
Local Address: 8.43.21.36:28469
Proxy : 8.43.24.189:8097
State: Active
Connected at: *Oct 27 05:42:27 UTC

Anchor leg cccallid Data plane fork session id
37 3
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以下は、GCM固有の暗号によるセキュアWebSocket接続のコマンド show voip
stream-service connection id id のサンプル出力です。

router#show voip stream-service connection id 60
Id: 60
Total session count: 1
Active session count: 1
Secure: Yes
TLS Version: TLS1.2
Cipher Suite: ECDHE-RSA-AES256_GCM-SHA384
Auth Token: e2238f3a-e43c-3f54-a05a-dd2e4bd4631f
Server Address: 10.1.40.50:8051
Local Address: 10.2.10.10:52642
State: Active
Connected at: Feb 7 07:47:27 UTC

Anchor leg cccallid Data plane fork session id
58 2

次の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 11 : Show voip stream-service connection id <id>フィールドの説明

WebSocket接続の現在の状態 (アクティブまたは切断)。State

WebSocket接続に関連付けられた ID番号。Id

WebSocket接続でのアクティブコールの合計数。Active call count

このWebSocket接続で処理された通話の合計数。Total call count

WebSocket接続が確立されたタイムスタンプ。Connected at

WebSocket接続が終了したときのタイムスタンプ。WebSocket接続が切断さ
れた場合にのみ表示されます。

Disconnected at

WebSocket接続が終了した原因。Disconnect
Cause

WebSocket接続がアイドル状態になっている期間 (分単位)。Idle Since

関連コマンド descriptionコマンド

Unified Border Element内のアクティブなWebSocket接続
に関する情報を表示します。

show voip stream-service connection

UnifiedBorderElement内のすべての閉じられたWebSocket
接続に関する情報を表示します。

show voip stream-service connection
history

WebSocketサーバーの IPとポートに基づいて、WebSocket
接続に関する情報を表示します。

show voip stream-service server
<ip:port>
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show voip stream-service server
特定の音声サーバー IPおよびポートのすべてのWebSocket接続に関する情報を表示するには、
特権 EXECモードで showvoipstream-serviceserver ip:port コマンドを使用します。

show voip stream-service server ip:port

構文の説明 音声サーバーに関連付けられた IPアドレスとポートの詳細。ip:port

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、音声サーバーの IPアドレスとポートに固有のWebSocket接続に関
する詳細情報を表示します。WebSocket ID、状態 (アクティブまたは切断)、WebSocket接続で
受信した呼び出しの合計数など、WebSocket接続に関する詳細情報が表示されます。WebSocket
接続がアクティブ状態の場合、アクティブな呼び出しの数に関する情報が提供されます。

WebSocket接続が Disconnected状態の場合、切断の原因が指定されます。

例 以下は、アクティブなWebSocket接続のコマンド show voip stream-service connection
server ip:port のサンプル出力です。

router#show voip stream-service server 10.64.86.70:5067
Total 2 connections found
ID State Secure Total Calls Active Session/Disconnect Cause
66 Active Yes 1 1
48 Disconnected No 1 WS_IDLE_TIMEOUT

次の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 12 : Show voip stream-service connection id <id>フィールドの説明

WebSocket接続の現在の状態 (アクティブまたは切断)。State

WebSocket接続に関連付けられた ID番号。Id

WebSocket接続でのアクティブコールの合計数。Active Calls

このWebSocket接続で処理された通話の合計数。Total Calls

WebSocket接続が終了した原因。Disconnect
Cause
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関連コマンド descriptionコマンド

Unified Border Element内のアクティブなWebSocket接続
に関する情報を表示します。

show voip stream-service connection

Unified Border Element内のすべての閉じられたWebSocket
接続に関する情報を表示します。

show voip stream-service connection
history

WebSocket IDに基づいてWebSocket接続に関する情報を
表示します。また、フォークされた呼び出しの詳細もす

べて表示されます。

show voip stream-service connection
id <id>
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show voip stream-service statistics
Cisco Unified Border ElementのWebSocket接続に関する統計情報を表示するには、特権 EXEC
モードで showvoipstream-servicestatistics コマンドを使用します。

show voip stream-service statistics

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

使用上のガイドライン 以下は、コマンドによって表示されるWebSocket接続に関する統計情報の一部です。

•アクティブな接続

•アクティブな分岐したセッション

•作成された接続の合計数

•分岐したセッションの合計

•接続の閉鎖

•メッセージ統計

例 以下は、コマンド show voip stream-service statistics の出力例です。

router#show voip stream-service statistics
Active connections: 0
Active forked sessions: 3
Total connections created: 3
Total forked sessions: 8

Connection closures:
HTTP failures: 0
TCP failures: 0
TLS failures: 0
Remote WebSocket closures: 0
TCP connection closures: 1
Idle-timeouts: 1

Message statistics:
WS_CREATE_REQ: 3
WS_CREATE_RSP_OK: 3
WS_CREATE_RSP_FAIL: 0
WS_CLOSE_REQ: 1
WS_CLOSE_RSP: 1
WS_DOWN: 1
WS_DOWN_ALL: 1
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次の表では、この出力に表示されるフィールドについて説明します。

表 13 :フィールドの説明

アクティブなWebSocket接続の数。Active connections

アクティブな分岐セッションの数。Active forked sessions

CUBEで作成されたWebSocket接続の合計数。Total connections created

CUBE上のフォークされたセッションの合計数。Total forked sessions

CUBE上のWebSocketに関連する接続の閉鎖に関する情報。Connection closures

HTTP接続セットアップの失敗回数。HTTP failures

TCP接続セットアップの失敗回数。TCP failures

トランスポート層セキュリティ (TLS)接続セットアップの失敗回
数。

TLS failures

リモートで閉じられたWebSocket接続の数。Remote WebSocket
closures

ローカルおよびリモートの終了を含む TCP接続終了の数。TCP connection closures

アイドルタイムアウトのために CUBEによって閉じられた TCP
接続の数。

Idle-timeouts

WebSocket接続のメッセージと応答に関する統計。Message statistics

WebSocket接続を作成するためのリクエストの数。WS_CREATE_REQ

成功したWebSocket接続要求に対する応答の数。WS_CREATE_RSP_OK

失敗したWebSocket接続要求に対する応答の数。WS_CREATE_RSP_FAIL

WebSocket接続の終了要求の数。WS_CLOSE_REQ

WebSocket接続の終了に対する応答の数。WS_CLOSE_RSP

リモートおよびローカルの終了を含む、WebSocket接続がダウン
しているイベントの数。

WS_DOWN

切り替え中のすべてのWebSocketダウンイベントの数。転送プ
レーン (FP)の切り替え中は、すべてのWebSocket接続が閉じられ
ます。各カウントは 1回の FPスイッチオーバーを表します。

WS_DOWN_ALL

関連コマンド descriptionコマンド

CUBEのグローバルWebSocket接続をクリアします。clear voip stream-service statistics
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descriptionコマンド

CUBE内のすべての閉じられたWebSocket接続に関
する情報を表示します。

show voip stream-service connection
history

WebSocket接続のサーバー IPとポートに関する情報
を表示します。

show voip stream-service server <ip:port>
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show voip trace
CUBEで受信および送信された SIPコールの VoIPトレース情報を表示するには、特権 EXEC
モードで showvoiptraceコマンドを使用します。

showvoiptrace {all | call-id識別子 | correlator識別子 | cover-buffers | session-id識別子 | sip-call-id
識別子 | statistics [detail] | tenant識別子}

構文の説明 アクティブな通話と切断された通話の両方のトレースをすべて表示します。all

CCAPIコール IDに基づいて、コールの詳細なコール情報を表示します。call-id

（オプション）VOIP FPIコリレータ IDに基づいて詳細な通話情報を表示しま
す。

correlator

メモリ内のすべてのバッファのカバーバッファの概要を表示します。cover-buffers

SIPセッション IDに基づいて詳細な通話情報を表示します。session-id

SIP INVITEメッセージ内の SIPコール IDに基づいて詳細な通話情報を表示しま
す。

sip-call-id

着信および発信通話の VoIPトレース統計を表示します。statistics

(オプション)着信コールと発信コールの詳細な VoIPトレース統計を表示しま
す。

detail

テナントタグに基づいて通話の詳細な通話情報を表示します。tenant

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

SIPメッセージの show voip traceコマンドが強化され、送信
元および宛先 IPアドレスが表示されるようになりました。

Cisco IOS XEベンガルール
17.5.1a

コマンド: show voip trace

•テナントタグを表示するように強化されました。

•テナントベースのフィルタリングをサポートします。

Cisco IOS XE Cupertino 17.8.1a

SIPメッセージの show voip traceコマンドが強化され、カバー
バッファに原因コードが表示されるようになりました。

Cisco IOS XEダブリン 17.12.1a

使用上のガイドライン show voip traceコマンドを使用して、統計情報、追加ログを保存するためのメッセージバッ
ファのメモリ拡張カウンタの詳細、およびすべての SIPコールレッグのトレースバッファか
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らの情報を表示します。 VoIPトレースが有効になっている場合 (シャットダウンなし)、 show
voip traceコマンドを使用して、トレースバッファ内のすべての SIPコールレッグの情報を表
示します。

Cisco IOS XEダブリン 17.12.1aから、VoIPトレース形式が更新され、カバーバッファーに原
因コード情報の表示が含まれるようになりました。

•カバーバッファの数がしきい値 200を超えると、 show voip trace allコマンドのルータの
パフォーマンスが低下します。 show voip trace allの代わりに show voip trace cover-buffers
とその他のフィルタコマンドを使用します。

• VoIPトレースに表示されるタイムスタンプを変更するには、以下を設定します。
router(config)# monitor event-trace timestamps datetime ?
localtime Use local time zone for timestamps
msec Include milliseconds in timestamp
show-timezone Add time zone information to timestamp

（注）

例 次のサンプル出力は、カバーバッファの VoIPトレース情報を表示します。テナント
タグは、show voip trace cover-buffersを使用して取得できます。

router# show voip trace cover-buffers
------------------ Cover Buffer ---------------
Search-key = sipp:8765:121
Timestamp = Nov 9 04:47:39.427
Buffer-Id = 1
CallID = 121
Peer-CallID = 122
Correlator = 7
Called-Number = 8765
Calling-Number = sipp
SIP CallID = 1-28575@8.41.17.71
SIP Session ID = b91e516ba375585aae54b3f0abdd6f13
GUID = 87954DCE80A7
Tenant = 100

以下は、show voip trace cover-buffersコマンドによる原因コードの表示例です。これ
は、Cisco IOS XEダブリン 17.12.1aリリースからサポートされています。
Device# show voip trace cover-buffers
------------------ Cover Buffer ---------------
Search-key = 808808:6666:4
Timestamp = Apr 27 09:54:54.491
CallID = 4
Peer-CallID = 5
Correlator = NA
Called-Number = 6666
Calling-Number = 808808
SIP CallID = 1-18630@10.1.40.50
SIP SessionID =
GUID = 651A3C548005
Tenant = 0
Cause-code = recovery on timer expiry (102)

-----------------------------------------------

show voice trace through shutdown (voice-port)
66

show voice trace through shutdown (voice-port)
show voip trace



次のサンプル出力は、VoIPトレースのテナントベースのフィルタリングを示していま
す。

router# show voip trace ?
all Display all VoIP Traces
call-id Filter traces based on Internal Call Id
correlator Filter traces based on FPI Correlator
cover-buffers Display the summary of all cover buffers
session-id Filter traces based on SIP Session ID
sip-call-id Filter traces based on SIP Call Id
statistics Display statistics for VoIP Trace
tenant Filter traces based on tenant tags

vCUBE1# show voip trace tenant ?
<0-10000> Tenant tag to be matched, tag 0 indicates calls associated with no tenant
(max of 10 tags)

vCUBE1# show voip trace tenant 1 ?
<0-10000> Tenant tag to be matched, tag 0 indicates calls associated with no tenant
(max of 10 tags)
<cr> <cr>

vCUBE1# show voip trace tenant 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ?
<cr> <cr>

例 次のサンプル出力は、コール ID121のコールのVoIPトレース情報を表示しています。
コール IDは、 show voip trace cover-buffersを使用して取得できます。

次のサンプル出力は、IPv6通話の VoIPトレース情報を表示します。
router# show voip trace call-id 39
------------------ Cover Buffer ---------------
Search-key = sipp:5678:39
Timestamp = *Dec 25 22:09:00.068
Buffer-Id = 1
CallID = 39
Peer-CallID = 40
Correlator = 16
Called-Number = 5678
Calling-Number = sipp
SIP CallID = 1-8921@2001:420:54ff:13::312:71
SIP Session ID = d921890ab3aa557891b6dd2888b0602b
GUID = 9FF305D88076

-----------------------------------------------
2232: *Dec 25 22:09:00.068: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/Msg/ccsipDisplayMsg:
Received: SIP UDP message from [2001:420:54FF:13::312:71]:10000 to
[2001:420:54FF:13::652:23]:5060
INVITE sip:5678@[2001:420:54ff:13::652:23]:5060 SIP/2.0
Via: SIP/2.0/UDP [2001:420:54ff:13::312:71]:10000;branch=z9hG4bK-8921-1-0
From: sipp <sip:sipp@[2001:420:54ff:13::312:71]:10000>;tag=8921SIPpTag001
To: sut <sip:5678@[2001:420:54ff:13::652:23]:5060>
Call-ID: 1-8921@2001:420:54ff:13::312:71
CSeq: 1 INVITE
Contact: sip:sipp@[2001:420:54ff:13::312:71]:10000

Max-Forwards: 70
Subject: Performance Test
Content-Type: application/sdp
Content-Length: 161

v=0
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o=user1 53655765 2353687637 IN IP6 [2001:420:54ff:13::312:71]
s=-
c=IN IP6 2001:420:54ff:13::312:71
t=0 0
m=audio 6001 RTP/AVP 0
a=rtpmap:0 PCMU/8000

2234: *Dec 25 22:09:00.067: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/FSM/SPI-State-Change: Current
State = STATE_NONE, Next State = STATE_IDLE, Current Sub-State = STATE_NONE, Next
Sub-State = STATE_NONE
2235: *Dec 25 22:09:00.069: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/MISC/Matched Dialpeer:
Dir:Inbound, Peer-Tag: 3
2236: *Dec 25 22:09:00.069: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/FSM/Offer-Answer: Event =
E_SIP_INVITE_SDP_RCVD, Current State = S_SIP_EARLY_DIALOG_IDLE, Next State =
S_SIP_EARLY_DIALOG_OFFER_RCVD
2237: *Dec 25 22:09:00.069: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/FSM/IWF: Event =
E_SIP_IWF_EV_RCVD_SDP, Current State = S_SIP_IWF_SDP_IDLE, Next State =
S_SIP_IWF_SDP_RCVD_AWAIT_PEER_EVENT
2238: *Dec 25 22:09:00.070: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/MISC/Media Stream Parameters:
Stream Type = voice-only, Stream State = STREAM_ADDING Negotiated Codec = g711ulaw,
Negotiated DTMF Type = inband-voice, Stream Index = 1
2239: *Dec 25 22:09:00.071: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/API:
cc_api_update_interface_cac_resource (0)
2240: *Dec 25 22:09:00.071: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/API: voip_rtp_allocate_port
(8020)
2241: *Dec 25 22:09:00.071: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/MISC/Media Stream Parameters:
Stream Type = voice-only, Stream State = STREAM_ADDING Negotiated Codec = g711ulaw,
Negotiated DTMF Type = inband-voice, Stream Index = 1
2242: *Dec 25 22:09:00.071: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/API:
cc_api_call_setup_ind_with_callID (0)
2243: *Dec 25 22:09:00.072: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/FSM/SPI-State-Change: Current
State = STATE_IDLE, Next State = STATE_RECD_INVITE, Current Sub-State = STATE_NONE,
Next Sub-State = STATE_NONE
2248: *Dec 25 22:09:00.073: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/FSM/IWF: Event =
E_SIP_IWF_EV_SET_MODE, Current State = CNFSM_CONTAINER_STATE, Next State =
CNFSM_NO_STATE_CHANGE
2249: *Dec 25 22:09:00.074: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/API: voip_rtp_create_session
(0)
2250: *Dec 25 22:09:00.074: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/API: voip_rtp_set_non_rtp_call
(0)
2251: *Dec 25 22:09:00.074: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/API: voip_rtp_update_callinfo
(0)
2252: *Dec 25 22:09:00.074: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/FSM/Event-Action: Event =
SIPSPI_EV_CC_CALL_PROCEEDING, Current State = STATE_RECD_INVITE
2272: *Dec 25 22:09:00.077: //39/9FF305D88076/CUBE_VT/SIP/Msg/ccsipDisplayMsg:
Sent: SIP UDP message from [2001:420:54FF:13::652:23]:5060 to
[2001:420:54FF:13::312:71]:10000
SIP/2.0 100 Trying
Via: SIP/2.0/UDP [2001:420:54ff:13::312:71]:10000;branch=z9hG4bK-8921-1-0
From: sipp <sip:sipp@[2001:420:54ff:13::312:71]:10000>;tag=8921SIPpTag001
To: sut <sip:5678@[2001:420:54ff:13::652:23]:5060>
Date: Fri, 25 Dec 2020 22:09:00 GMT
Call-ID: 1-8921@2001:420:54ff:13::312:71
CSeq: 1 INVITE
Allow-Events: telephone-event
Server: Cisco-SIPGateway/IOS-17.5.20201117.131853
Session-ID: 00000000000000000000000000000000;remote=e714644e7e385e90a1d75a34855ef73a
Content-Length: 0

次の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。
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表 14 : Show voip traceフィールドの説明

カバーバッファの検索キーを表示します。検索キーの値は発信番号:着信
番号:通話 IDです。

Search-key

カバーバッファの作成時刻を表示します。Timestamp

カバーバッファーのバッファー IDを表示します。Buffer-Id

カバーバッファ内に存在するそれぞれのコールレッグのコール IDを表示
します。

CallID

カバーバッファ内に存在するそれぞれのコールレッグのピアコール IDを
表示します。

Peer-CallID

カバーバッファ内に存在するそれぞれのコールレッグの相関器 IDを表示
します。

Correlator

カバーバッファ内に存在する各コールレッグの着信番号を表示します。Called-Number

カバーバッファ内に存在する各コールレッグの発信番号を表示します。Calling-Number

カバーバッファ内に存在するそれぞれのコールレッグの SIPコール IDを
表示します。

SIP CallID

カバーバッファ内に存在するそれぞれのコールレッグの SIPセッション
IDを表示します。

SIP-Session ID

カバーバッファ内に存在するそれぞれのコールレッグの GUIDを表示し
ます。

GUID

録音中にバッファ内のコールレッグがアンカーレッグとして機能するかど

うかを示します。

Anchor Leg

記録中にバッファ内のコールレッグがフォークレッグとして機能するかど

うかを示します。

Forked Leg

フォークに関連付けられたコール IDを表示します。Associated
CallID's

カバーバッファ内に存在するそれぞれのコールレッグのテナントタグを

表示します。

tenant

から始まるCisco IOSXEダブリン 17.12.1aコールレッグのカバーバッファ
内のコール成功またはコール失敗の原因コードを表示します。

cause-code

以下は、VoIPトレースを無効にした後の showvoip trace statisticsのサンプル出力です。
router# show voip trace statistics
VoIP Trace Statistics
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Tracing status : DISABLED
router#

以下は、メモリ不足により50回のコールレッグが失われた後の showvoip trace statistics
のサンプル出力です。

router# show voip trace statistics
VoIP Trace Statistics
Tracing status : ENABLED at Jun 15 10:01:24.911
Memory limit configured : 10485760 bytes
Memory consumed : 10039760 bytes (95%)
Total call legs dumped : 3
Oldest trace dumped : Jun 15 10:03:31.121, Search-key: sipp:799:200
Latest trace dumped : Jun 15 10:25:03.616, Search-key: sipp:123:293
Total call legs captured : 243
Total call legs available : 116
Oldest trace available : Jun 15 10:19:31.844, Search-key: sipp:799:125
Latest trace available : Jun 15 10:25:03.616, Search-key: sipp:123:293
Total traces missed : 50
router#

次の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 15 : Show voip trace statisticsフィールドの説明

タイムスタンプと追跡のステータスが有効か無効かを表示します。Tracing status

合計メモリ制限を表示します。Memory limit
configured

バッファによって消費されている現在のメモリを表示します。消費

されているメモリもパーセンテージで表示されます。

Memory consumed

ログバッファーにダンプされるマークされたバッファーの合計を表

示します。

Total call legs dumped

ダンプされた最初のバッファのタイムスタンプと検索キーを表示し

ます。

Oldest trace dumped

ダンプされた最新のバッファのタイムスタンプと検索キーを表示し

ます。

Latest trace dumped

トレースが有効になった後にキャプチャされたコールレッグの合計

を表示します。

Total call legs captured

履歴で利用可能なコールレッグの合計を表示します。Total call legs available

最も古いバッファのタイムスタンプと検索キーを表示します。Oldest trace available

最新のバッファのタイムスタンプと検索キーを表示します。Latest trace available

メモリ制限により失われたコールレッグの数を表示します。Total traces missed

以下は、 show voip trace cover-buffersのサンプル出力です。
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router# show voip trace cover-buffers
------------------ Cover Buffer ---------------
Search-key = sipp:799:1
Timestamp = *Jun 25 14:55:35.318
Buffer-Id = 1
CallID = 1
Peer-CallID = 2
Correlator = NA
Called-Number = 799
Calling-Number = sipp
SIP CallID = 1-630@10.64.86.70
SIP Session ID =
GUID = C250D2778002

-----------------------------------------------
------------------ Cover Buffer ---------------
Search-key = sipp:799:2
Timestamp = *Jun 25 14:55:35.338
Buffer-Id = 2
CallID = 2
Peer-CallID = 1
Correlator = NA
Called-Number = 799
Calling-Number = sipp
SIP CallID = C254A2BD-B62A11EA-8008BF9C-3C4C9D37@8.43.21.71
SIP Session ID =
GUID = C250D2778002

-----------------------------------------------

以下は、show voip trace statistics detailのサンプル出力です。

router# show voip trace statistics detail
VoIP Trace Statistics
Tracing status : ENABLED at Jun 29 07:48:56.973
Memory limit configured : 1048576000 bytes
Memory consumed : 1000006016 bytes (95%)
Total call legs dumped : 7298
Oldest trace dumped : Jun 29 07:57:30.503, Search-key: 205521:405521:10043
Latest trace dumped : Jun 29 09:41:44.251, Search-key: 218221:418221:69148
Total call legs captured : 69148
Total call legs available : 57851
Oldest trace available : Jun 29 08:41:06.687, Search-key: 205521:405521:11043
Latest trace available : Jun 29 10:13:21.091, Search-key: 218221:418221:69148
Total traces missed : 0

Buffer Expansion Counters :
============================================================

Expansions MSG FSM API MISC
============================================================

1 3517 0 0 0
2 1441 0 0 0
3 29 0 0 0
4 629 0 0 0
5 0 0 0 0
6 0 0 0 0
7 0 0 0 0
8 0 0 0 0
9 0 0 0 0
10+ 0 0 0 0

============================================================

次の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。
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表 16 : Show detailed voip trace statistics detailフィールドの説明

追加のログを保存するために実行されるメモリ拡張の数を表示します。たとえ

ば、CUBEは、3517カバーバッファの SIPメッセージを格納するために 1つの
メッセージバッファ拡張を実行したか、629カバーバッファの SIPメッセージを
格納するために 4つのメッセージバッファ拡張を実行しました。

Expansions

SIPメッセージトレースバッファが拡張された回数を表示します。MSG

有限 (呼び出し)ステートマシンの呼び出しトレースバッファが拡張された回数を
表示します。

FSM

機能呼び出しトレースバッファが拡張された回数を表示します。API

その他の呼び出しトレースバッファが拡張された回数を表示します。Misc

例 トレース設定サブモードで CLIコマンド shutdown を設定すると、showコマンドでト
レース情報が表示されません。以下は、このシナリオの showコマンドの出力例です。
router#config terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
router(config)#voice service voip
router(conf-voi-serv)#trace
router(conf-serv-trace)#shutdown
router(conf-serv-trace)#exit
router(conf-voi-serv)#exit
router(config)#end
router#show voip trace all | sec Cover Buffer
router#show voip trace all

No Data to Display !!

router#show voip trace call-id 7
No records for the filter specified !!

router#

関連コマンド descriptionコマンド

CUBEでの SIP通話の VoIPトレースサービスアビリティフレームワー
クを有効にします。

trace

CUBEの VoIPトレースサービスアビリティフレームワークを無効にし
ます。

shutdown (trace)

VoIPトレース情報を保存するためのメモリ制限を定義します。memory-limit
(trace)
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show voip trunk group
VoIPトランクグループの内部リストを表示するには、ユーザーEXECモードまたは特権EXEC
モードで show voip trunk group コマンドを使用します。

showvoiptrunkgroup

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト

コマンドモード ユーザー EXEC (>)特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、VOIPトランクグループを表示します。

例 次の例は、 show voip trunk groupコマンドからのサンプル出力です。

Router# show voip trunk group

=====================================================
name: 1
protocol: cisco
ip: 1.3.45.2
xsvc: TRUE

関連コマンド descriptionコマンド

VOIPトランクグループを指定します。voip trunk group
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show vrm active_calls
特定の音声機能カード (VFC)またはすべての VFCのアクティブのみの音声通話を表示するに
は、特権 EXECモードで showvrmactive_callsコマンドを使用します。

showvrmactive_calls {dial-shelf-slot-number | all}

構文の説明 ダイヤルシェルフのスロット番号。範囲は 0から 13です。dial-shelf-slot-number

VFCスロットのすべてのアクティブなコールのリストを表示します。all

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5800に導入されました。12.0(7)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、特定の VFCまたはすべての VFCのアクティブのみの音声通話を表
示します。各アクティブな通話は、その通話を説明する情報のブロックを占有します。この

情報は基本的に showvrmvdeviceコマンドと同じ情報を提供します。

例 以下は、ダイヤルシェルフスロット番号を指定するこのコマンドの出力例です。

Router# show vrm active_calls 6
slot = 6 virtual voice dev (tag) = 61 channel id = 2
capabilities list map = 9FFF
last/current codec loaded/used = None
TDM timeslot = 241
Resource (vdev_common) status = 401 means :active others
tot ingress data = 24
tot ingress control = 1308
tot ingress data drops = 0
tot ingress control drops = 0
tot egress data = 22051
tot egress control = 1304
tot egress data drops = 0
tot egress control drops = 0
slot = 6 virtual voice dev (tag) = 40 channel id = 2
capabilities list map = 9FFF
last/current codec loaded/used = None
TDM timeslot = 157
Resource (vdev_common) status = 401 means :active others

以下の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。
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表 17 : show vrm active_callsフィールドの説明

descriptionフィールド

音声カードが取り付けられているスロット。スロット

仮想音声デバイスの ID番号。virtual voice dev (tag)

この仮想音声デバイスに関連付けられているチャネルの ID番
号。

channel id

その DSPチャネルでサポートされているコーデックのビット
マップ。値は次のとおりです。

• CC_CAP_CODEC_G711U: 0x1

• CC_CAP_CODEC_G711A: 0x2

• CC_CAP_CODEC_G729IETF: 0x4

• CC_CAP_CODEC_G729a: 0x8

• CC_CAP_CODEC_G726r16: 0x10

• CC_CAP_CODEC_G726r24: 0x20

• CC_CAP_CODEC_G726r32: 0x40

• CC_CAP_CODEC_G728: 0x80

• CC_CAP_CODEC_G723r63: 0x100

• CC_CAP_CODEC_G723r53: 0x200

• CC_CAP_CODEC_GSM: 0x400

• CC_CAP_CODEC_G729b: 0x800

• CC_CAP_CODEC_G729ab: 0x1000

• CC_CAP_CODEC_G723ar63: 0x2000

• CC_CAP_CODEC_G723ar53: 0x4000

• CC_CAP_CODEC_G729: 0x8000

capability list map

最後にロードまたは使用されたコーデック。最後にロードされた/現在使
用されているコーデック

時分割多重化タイムスロット。TDM time slot

VFCの現在のステータス。リソース (vdev_common)の
ステータス

接続のPSTN側から接続のVoIP側に送信されたデータの合計量
(パケット数)。

tot ingress data
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descriptionフィールド

接続のPSTN側から接続のVoIP側に送信された制御パケットの
合計数。

tot ingress control

接続の PSTN側から接続の VoIP側へドロップされたデータパ
ケットの合計数。

tot ingress data drops

接続のPSTN側から接続のVoIP側へドロップされた制御パケッ
トの合計数。

tot ingress control drops

接続のVoIP側から接続のPSTN側に送信されたデータの合計量
(パケット数)。

tot egress data

接続のVoIP側から接続のPSTN側に送信された制御パケットの
合計数。

tot egress control

接続の VoIP側から接続の PSTN側へドロップされたデータパ
ケットの合計数。

tot egress data drops

接続のVoIP側から接続のPSTN側へドロップされた制御パケッ
トの合計数。

tot egress control drops

関連コマンド DescriptionCommand

特定のDSPの詳細情報、またはすべてのVFCの簡単な概要を表示します。showvrmvdevices
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show vrm vdevices
特定のデジタル信号プロセッサ（DSP）の詳細情報、またはすべての音声機能カード（VFC）
の概要情報を表示するには、特権 EXECモードで showvrmvdevicesコマンドを使用します。

showvrmvdevices {vfc-slot-numbervoice-device-number | alarms[vfc-slot-number-for-alarms] |
summary}

構文の説明 VFCのスロット番号。範囲は 0から 11です。vfc-slot-number

DSP番号。範囲は 1から 96です。voice-device-number

すべてのスロットまたは指定されたスロット上のすべての DSPの
DSPアラーム統計。

alarms

(オプション)アラーム情報が必要なスロット。スロットが指定され
ていない場合は、すべてのスロットのアラーム情報が表示されます。

vfc-slot-number-for-alarms

音声機能カードのDSPマッピング、機能、およびリソース状態の概
要。

summary

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5800に導入されました。12.0(7)T

alarmsキーワードと vfc-slot-number-for-alarms引数が追加されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、特定の DSPの詳細情報またはすべての VFCの簡単な概要を表示し
ます。ディスプレイには、チャネル数、DSPあたりのチャネル数、デジタル信号プロセッサ
モジュール (DSPM)のビットマップ、DSPアラーム統計、バージョン番号などの情報が表示さ
れます。この情報は、VFCの現在の状態を監視するのに役立ちます。

特定の DSPの表示には、各チャネルが使用しているコーデック（アクティブな場合）または
最後に使用されたコーデックに関する情報と、チャネルが現在セルを送信していないかどうか

に関する情報が表示されます。リソースの状態も表示されます。ほとんどの場合、そのチャ

ネルでアクティブな通話がある場合は、リソースはアクティブとしてマークされます。リソー

スがリセットまたは不良としてマークされている場合、これはリセット要求時に VFCの応答
が失われたことを示している可能性があります。この状態が続く場合は、ルータシェルフと

VFC間の通信リンクに問題が発生する可能性があります。

例 以下は、ダイヤルシェルフスロット番号とDSP番号を指定したこのコマンドの出力例
です。この例では、通話がアクティブであるため、表示される統計はこのアクティブ
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な通話に関するものになります。デバイス上で現在アクティブな通話がない場合、統

計は前の（または最後のアクティブな）通話のものになります。

Router# show vrm vdevices 6 1
slot = 6 virtual voice dev (tag) = 1 channel id = 1
capabilities list map = 9FFF
last/current codec loaded/used = None
TDM timeslot = 0
Resource (vdev_common) status = 401 means :active others
tot ingress data = 101
tot ingress control = 1194
tot ingress data drops = 0
tot ingress control drops = 0
tot egress data = 39722
tot egress control = 1209
tot egress data drops = 0
tot egress control drops = 0
slot = 6 virtual voice dev (tag) = 1 channel id = 2
capabilities list map = 9FFF
last/current codec loaded/used = None
TDM timeslot = 1
Resource (vdev_common) status = 401 means :active others
tot ingress data = 21
tot ingress control = 1167
tot ingress data drops = 0
tot ingress control drops = 0
tot egress data = 19476
tot egress control = 1163
tot egress data drops = 0
tot egress control drops = 0

以下の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 18 : show vrm vdevicesフィールドの説明

descriptionフィールド

音声カードが取り付けられているスロット。スロット

仮想音声デバイスの ID番号。virtual voice dev (tag)

この仮想音声デバイスに関連付けられているチャネルの ID番号。channel id
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descriptionフィールド

そのDSPチャネルでサポートされているコーデックのビットマッ
プ。値は次のとおりです。

• CC_CAP_CODEC_G711U: 0x1

• CC_CAP_CODEC_G711A: 0x2

• CC_CAP_CODEC_G729IETF: 0x4

• CC_CAP_CODEC_G729a: 0x8

• CC_CAP_CODEC_G726r16: 0x10

• CC_CAP_CODEC_G726r24: 0x20

• CC_CAP_CODEC_G726r32: 0x40

• CC_CAP_CODEC_G728: 0x80

• CC_CAP_CODEC_G723r63: 0x100

• CC_CAP_CODEC_G723r53: 0x200

• CC_CAP_CODEC_GSM: 0x400

• CC_CAP_CODEC_G729b: 0x800

• CC_CAP_CODEC_G729ab: 0x1000

• CC_CAP_CODEC_G723ar63: 0x2000

• CC_CAP_CODEC_G723ar53: 0x4000

• CC_CAP_CODEC_G729: 0x8000

• CC_CAP_CODEC_GSMEFR: 0x40000

• CC_CAP_CODEC_T38FAX: 0x10000

capabilities list map

最後にロードまたは使用されたコーデック。最後にロードされた/現在
使用されているコーデッ

ク

時分割多重化タイムスロット。TDMタイムスロット

show voice trace through shutdown (voice-port)
79

show voice trace through shutdown (voice-port)
show vrm vdevices



descriptionフィールド

VFCの現在のステータス。値は次のとおりです。

•フリー = 0x0000

• ACTIVE_CALL = 0x0001

• BUSYOUT_REQ = 0x0002

•不良 = 0x0004

• BACK2BACK_TEST = 0x0008

•リセット = 0x0010

•ダウンロードファイル = 0x0020

•ダウンロード失敗 = 0x0040

•シャットダウン = 0x0080

•ビジー = 0x0100

• OIR = 0x0200

• HASLOCK = 0x0400 /* vdev_poolがポートをロックしています
*/

• DOWNLOAD_REQ = 0x0800

• RECOVERY_REQ = 0x1000

• NEGOTIATED = 0x2000

• OOS = 0x4000

リソース (vdev_common)
のステータス

接続の公衆交換電話網 (PSTN)側から接続の VoIP側に送信された
データの合計量 (パケット数)。

tot ingress data

接続の PSTN側から接続のVoIP側に送信された制御パケットの合
計数。

tot ingress control

接続のPSTN側から接続のVoIP側へドロップされたデータパケッ
トの合計数。

tot ingress data drops

接続の PSTN側から接続のVoIP側へドロップされた制御パケット
の合計数。

tot ingress control drops

接続の VoIP側から接続の PSTN側に送信されたデータの合計量
(パケット数)。

tot egress data

接続のVoIP側から接続の PSTN側に送信された制御パケットの合
計数。

tot egress control
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descriptionフィールド

接続のVoIP側から接続のPSTN側へドロップされたデータパケッ
トの合計数。

tot egress data drops

接続のVoIP側から接続の PSTN側へドロップされた制御パケット
の合計数。

tot egress control drops

次のサンプル出力は、DSPのスロット 6のアラーム統計を表示します。

Router# show vrm vdevices alarms 6
----------------------ALARM STATISTICS FOR SLOT 6 ------------------------
TAG Mod DSP Chn OperStat AlmCnt AlmTime AlmCause AlmText
--------------------------------------------------------------------------
1 1 1 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
2 1 2 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
3 1 3 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
4 1 4 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
5 1 5 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
6 1 6 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++
7 2 1 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
8 2 2 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
9 2 3 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
10 2 4 1 READY CD 0 0 1
!
94 16 4 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
95 16 5 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
96 16 6 1 READY CD 0 0 1

2 READY CD 0 0 1
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

以下の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 19 : show vrm vdevices alarmsフィールドの説明

descriptionフィールド

論理タグ番号。TAG

DSPモジュール番号。Mod

モジュール内の DSP番号。DSP

モジュール内のDSPのチャネル
番号。

Chn
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descriptionフィールド

チャネルの動作ステータス。OperStat

そのチャネルの起動以降のア

ラーム数。

AlmCnt

最後のアラームメッセージを受

信した時刻。

AlmTime

最後に受信したアラームメッ

セージの原因。

AlmCause

最後のアラームメッセージに対

応するテキストメッセージ。

AlmText

PossibleValuesfortheOperationalStatusoftheChannel(OperStat)

リセット状態。RESET

DOWN状態。DOWN

CORE READY状態。READY CR

CODEC READY状態。READY CD

VOICE IDLE状態。IDLE V

FAX IDLE状態。IDLE FAX

VOICE READY状態。READY V

FAX READY状態。READY FX

DTMF READY状態。READY D

不明な状態です。UNKNOWN

以下は、要約リストを指定するこのコマンドの出力例です。「音声デバイスマッピン

グ」領域の「C_Ac」列には、特定の DSPのアクティブな通話の数が表示されます。
「C_Rst」列および/または「C_Bad」列にゼロ以外の数字がある場合は、リセット要求
が送信されましたが、失われました。これは、DSPに障害があることを意味している
可能性があります。

Router# show vrm vdevices summary
***********************************************************
******summary of voice devices for all voice cards*********
***********************************************************
slot = 6 major ver = 0 minor ver = 1 core type used = 2
number of modules = 16 number of voice devices (DSPs) = 96
chans per vdevice = 2 tot chans = 192 tot active calls = 178
module presense bit map = FFFF tdm mode = 1 num_of_tdm_timeslots = 384
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auto recovery is on
number of default voice file (core type images) = 2
file 0 maj ver = 0 min ver = 0 core_type = 1
trough size = 2880 slop value = 0 built-in codec bitmap = 0
loadable codec bitmap = 0 fax codec bitmap = 0
file 1 maj ver = 3 min ver = 1 core_type = 2
trough size = 2880 slop value = 1440 built-in codec bitmap = 40B
loadable codec bitmap = BFC fax codec bitmap = 7E
-------------------Voice Device Mapping------------------------
Logical Device (Tag) Module# DSP# C_Ac C_Busy C_Rst C_Bad
---------------------------------------------------------------
1 1 1 2 0 0 0
2 1 2 2 0 0 0
3 1 3 2 0 0 0
4 1 4 2 0 0 0
5 1 5 2 0 0 0
6 1 6 2 0 0 0
+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++
7 2 1 2 0 0 0
8 2 2 2 0 0 0
9 2 3 2 0 0 0
10 2 4 1 0 0 0
11 2 5 2 0 0 0
12 2 6 1 0 0 0
.
.
.
91 16 1 2 0 0 0
92 16 2 2 0 0 0
93 16 3 1 0 0 0
94 16 4 2 0 0 0
95 16 5 2 0 0 0
96 16 6 2 0 0 0
+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++
Total active call channels = 178
Total busied out channels = 0
Total channels in reset = 0
Total bad channels = 0
Note :Channels could be in multiple states

以下の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 20 : show vrm vdevices summaryフィールドの説明

descriptionフィールド

VFCがインストールされているスロット番号。スロット

VFCで実行されているファームウェアのメジャーバージョン。major ver

VFCで実行されているファームウェアのマイナーバージョン。minor ver
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descriptionフィールド

使用中の DSPwareの種類。値は次のとおりです。

• 1 = UBL（ブートローダー）

• 2 =高複雑度コア

• 3 =中複雑度コア

• 4 =低複雑性コア

• 255 =無効

core type used

VFC上のモジュールの数。最大数は 16です。number of modules

可能な DSPの数。最大数は 96です。number of voice devices
(DSP)s

各 DSPが処理できるチャネル数 (つまり通話数)。chans per vdevice

チャネルの合計数。tot chans

この VFC上のアクティブな通話の合計数。tot active calls

16ビットのビットマップを示します。各ビットはモジュールを表し
ます。

module presense bit map

時分割多重バスモード。値は次のとおりです。

• 0 = VFCはクラシックモードです。

• 1 = VFCはプラスモードです。

このフィールドは常に 1である必要があります。

tdm mode

VFCで処理できる通話の合計数。num_of_tdm_timeslots

自動回復が有効かどうか。自動回復が有効になっている場合、何ら

かの理由でDSPが応答しなくなった場合、VRMはDSPをリセット
して回復しようとします。

auto recovery

使用中の DSPwareファイルの数。number of default voice file
(core type images)

使用中の DSPwareのメジャーバージョン。number of default voice file
(maj ver)

使用中の DSPwareのマイナーバージョン。min ver
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descriptionフィールド

使用中の DSPwareの種類。値は次のとおりです。

• 1 =ブートローダー

• 2 =高複雑度コア

• 3 =中複雑度コア

• 4 =低複雑性コア

core_type

使用中の DSPwareの複雑さを間接的に表現します。

（注）

Cisco IOSリリース 12.1(5)XM以降では、この値は表示されなくな
りました。

trough size

使用中の DSPwareの複雑さを間接的に表現します。

（注）

Cisco IOSリリース 12.1(5)XM以降では、この値は表示されなくな
りました。

slop value
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descriptionフィールド

DSPファームウェアに組み込まれたコーデックのビットマップ。
値は次のとおりです。

• CC_CAP_CODEC_G711U: 0x0001

• CC_CAP_CODEC_G711A: 0x0002

• CC_CAP_CODEC_G729IETF: 0x0004

• CC_CAP_CODEC_G729a: 0x0008

• CC_CAP_CODEC_G726r16: 0x0010

• CC_CAP_CODEC_G726r24: 0x0020

• CC_CAP_CODEC_G726r32: 0x0040

• CC_CAP_CODEC_G728: 0x0080

• CC_CAP_CODEC_G723r63: 0x0100

• CC_CAP_CODEC_G723r53: 0x0200

• CC_CAP_CODEC_GSM: 0x0400

• CC_CAP_CODEC_G729b: 0x0800

• CC_CAP_CODEC_G729ab: 0x1000

• CC_CAP_CODEC_G723ar63: 0x2000

• CC_CAP_CODEC_G723ar53: 0x4000

• CC_CAP_CODEC_G729: 0x8000

• CC_CAP_CODEC_GSMEFR: 0x40000

• CC_CAP_CODEC_T38FAX: 0x10000

built-in codec bitmap

show voice trace through shutdown (voice-port)
86

show voice trace through shutdown (voice-port)
show vrm vdevices



descriptionフィールド

ロード可能なコーデックのためのコーデックビットマップ。値は次

のとおりです。

• CC_CAP_CODEC_G711U: 0x0001

• CC_CAP_CODEC_G711A: 0x0002

• CC_CAP_CODEC_G729IETF: 0x0004

• CC_CAP_CODEC_G729a: 0x0008

• CC_CAP_CODEC_G726r16: 0x0010

• CC_CAP_CODEC_G726r24: 0x0020

• CC_CAP_CODEC_G726r32: 0x0040

• CC_CAP_CODEC_G728: 0x0080

• CC_CAP_CODEC_G723r63: 0x0100

• CC_CAP_CODEC_G723r53: 0x0200

• CC_CAP_CODEC_GSM: 0x0400

• CC_CAP_CODEC_G729b: 0x0800

• CC_CAP_CODEC_G729: = 0x1000

• CC_CAP_CODEC_G723ar63: 0x2000

• CC_CAP_CODEC_G723ar53: 0x4000

• CC_CAP_CODEC_G729: 0x8000

• CC_CAP_CODEC_GSMEFR: 0x40000

• CC_CAP_CODEC_T38FAX: 0x10000

loadable codec bitmap

Faxコーデックビットマップ。値は次のとおりです。

• FAX_NONE = 0x1

• FAX_VOICE = 0x2

• FAX_144 = 0x80

• FAX_120 = 0x40

• FAX_96 = 0x20

• FAX_72 = 0x10

• FAX_48 = 0x08

• FAX_24 = 0x04

fax codec bitmap

VFCのタグ番号または DSP番号。Logical Device (Tag)
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descriptionフィールド

特定の論理デバイスに関連付けられたモジュールを識別する番号。Module#

VFC上の DSPを識別する番号。DSP#

識別された DSP上のアクティブな通話の数。C_Ac

識別された DSPに関連付けられたビジーアウトチャネルの数。C_Busy

識別された DSPに関連付けられたリセット状態にあるチャネルの
数。

C_Rst

識別された DSPに関連付けられた不良 (「不良」)チャネルの数。C_Bad

アクティブな通話の合計数。Total active call channels

ビジーアウトされたチャネルの合計数。Total busied out channels

リセット状態にあるチャネルの合計数。Total channels in reset

欠陥のあるチャネルの合計数。Total bad channels

関連コマンド descriptionコマンド

特定の VFCまたはすべての VFCのアクティブのみの音声通話を表示し
ます。

showvrmactive_calls
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show vsp
音声ストリーミング処理（VSP）セッションに関する累積情報を表示するには、特権 EXEC
モードで showvspコマンドを使用します。

showvsp {all | debug | session | statistics}

構文の説明 この表にリストされている他のキーワードで指定された情報を含む、VSPセッショ
ンに関する利用可能なすべての情報を表示します。

all

debugvspコマンドを使用して有効になっているデバッグ情報の種類を表示します。debug

アクティブな VSPセッションに関する累積統計を表示します。session

メモリ統計を含むアクティブな VSPセッションに関する統計を表示します。statistics

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco AS5300、Cisco AS5350、および
Cisco AS5400で導入されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン clearvspstatisticsコマンドを使用して、 showvspコマンドのカウンターを 0にリセットします。

例 以下は、showvspdebugコマンドの出力例です。

Router# show vsp debug
VSP:<1>[0x62291660](0x62291660) debug_flag=0x7FF

以下は、showvspsessionコマンドの出力例です。

Router# show vsp session
VSP_STATS:Session Statistics -

sessions total=0; max_active=0, current=0
session_duration last=0; max=0, min=0 ms
pre_stream_wait last=0; max=0, min=0 ms
stream_duration last=0; max=0, min=0 ms
post_stream_wait last=0; max=0, min=0 ms
stream_size last=0; max=0, min=0 bytes
streaming_rate last=0; max=0, min=0 bytes/sec
total_packet_count last=0; max=0, min=0 packets
drop_packet_count last=0; max=0, min=0 packets
particle_packet_count last=0; max=0, min=0 packets

以下は、showvspstatisticsコマンドの出力例です。

Router# show vsp statistics

show voice trace through shutdown (voice-port)
89

show voice trace through shutdown (voice-port)
show vsp



VSP_STATS:Session Statistics -
sessions total=0; max_active=0, current=0
session_duration last=0; max=0, min=0 ms
pre_stream_wait last=0; max=0, min=0 ms
stream_duration last=0; max=0, min=0 ms
post_stream_wait last=0; max=0, min=0 ms
stream_size last=0; max=0, min=0 bytes
streaming_rate last=0; max=0, min=0 bytes/sec
total_packet_count last=0; max=0, min=0 packets
drop_packet_count last=0; max=0, min=0 packets
particle_packet_count last=0; max=0, min=0 packets

VSP_STATS: Format Statistics -
au_format_count=20
wav_format_count=3
other_format_count=0

VSP_STATS: Codec Statistics -
codec_g729_count=4
codec_g726_count=10
codec_g711_count=0
codec_g728_count=2
codec_g723_count=5
codec_gsm_count=2
codec_other_count=0

VSP_STATS: Media Statistics -
ram_count=23
http_count=0
smtp_count=0
rtsp_count=0
other_count=0

VSP_STATS:RTP Statistics -
ts_gap_samples max=76800, min=80 samples
[Unexpected SSRC Change (USC)]

usc_count last=0; total=0, max=0, min=0
[Out of sequence packet (OOSP)]

oosp_count last=0; total=0, max=0, min=0
[Unexpected timestamp gap (UTG)]

max_utg_count last=0; total=0, max=0, min=0
[Comfort Noise (CN)]

max_cn_count last=4; total=70, max=8, min=4
[Unexpected payload type or size (UPTS)]

upt_count last=0; total=0, max=0, min=0; last_type=0
ups_count last=0; total=198, max=61, min=0; last_size=2 bytes

[Data exceeds limit (DEL)]
del_count last=0; total=2, max=1, min=0

[Silence exceeds timeout (SET)]
set_count last=0; total=0, max=0, min=0

VSP_STATS:Packet Statistics -
[Silence patching total (SPT)]

spt_count last=296; total=7230, max=889, min=290
[Concealment patching total (CPT)]

cpt_count last=0; total=34, max=18, min=0
[Normal patching total (NPT)]

npt_count last=171; total=4249, max=453, min=106

次の表は、この出力に表示されるフィールドについて説明しています。

表 21 : show vsp statisticsフィールドの説明

descriptionフィールド

SessionStatistics
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descriptionフィールド

ルータの起動以降、またはコマンドの使用以降のVSP
セッションの合計数。 clearvspstatisticsアクティブ値
は常に 0にする必要があります。

sessions total; max_active, current

最後の（最新の）セッションの継続時間、および最長

と最短のセッションの継続時間（ミリ秒単位）。

session_duration last; max, min

最初のパケットが到着するまでに経過したミリ秒。

最後のセッションと、待機時間が最も長いセッション

および最も短いセッションの値が表示されます。

pre_stream_wait last; max, min

最初のパケット到着と最後のパケットフラッシュ間の

ミリ秒。最後のセッションと、最長および最短の継

続時間のセッションの値が表示されます。

stream_duration last; max, min

最後のパケットフラッシュとセッションの終了の間の

ミリ秒。

post_stream_wait last; max, min

データストリーミングサイズ。stream_size last; max, min

データストリーミングレート。streaming_rate last; max, min

処理されたパケットの合計。total_packet_count last; max, min

ドロップされたパケットの合計数。合計パケット数

とドロップされたパケット数の差が、受け入れられた

パケット数です。

drop_packet_count last; max, min

処理されたパーティクルパケットの合計数。particle_packet_count last; max, min

FormatStatistics

.au形式のオーディオファイルを使用した VSPセッ
ションの数。

au_format_count

.wav形式のオーディオファイルを使用した VSPセッ
ションの数。

wav_format_count

不明な形式のオーディオファイルを使用したVSPセッ
ションの数。

other_format_count

コーデック統計

G.729コーデックを使用した VSPセッションの数。codec_g729_count

G.726コーデックを使用した VSPセッションの数。codec_g726_count

G.711コーデックを使用した VSPセッションの数。codec_g711_count
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descriptionフィールド

G.728コーデックを使用した VSPセッションの数。codec_g728_count

G.723コーデックを使用した VSPセッションの数。codec_g723_count

GSMコーデックを使用した VSPセッションの数。codec_gsm_count

不明なコーデックを使用した VSPセッションの数。codec_other_count

MediaStatistics

RAM録画およびプレイアウトの合計数。ram_count

HTTP録画とプレイアウトの合計数。http_count

SMTP記録の合計数。smtp_count

RTSP録画およびプレイアウトの合計数。rtsp_count

常に 0である必要があります。other_count

RTPStatistics

許容されるタイムスタンプのギャップ（サンプル単

位）。

ts_gap_samples max min

[Unexpected SSRC Change (USC)]

ストリーミングのソースが変更された回数。usc_count last; total, max, min

[Out of sequence packet (OOSP)]

順序が正しくないパケットの数。oosp_count last; total, max, min

[Unexpected timestamp gap (UTG)]

予期しないタイムスタンプギャップを持つパケットの

数。

max_utg_count last; total, max, min

[Unexpected payload type or size (UPTS)]

コンフォートノイズパケットの数。upt_count last; total, max, min; last_type

予期しない非音声ペイロードサイズを持つパケット

の数。

ups_count last; total, max, min; last_size

[Data exceeds limit (DEL)]

録画の合計サイズが事前に設定された録画サイズより

も大きい回数。

del_count last; total, max, min

[Silence exceeds timeout (SET)]
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descriptionフィールド

タイムスタンプのギャップが事前設定されたタイムア

ウト値よりも大きい回数。

set_count last; total, max, min

PacketStatistics

[Silence patching total (SPT)]

録音中に挿入された無音パケットの数。spt_count last; total, max, min

[Concealment patching total (CPT)]

録音中に挿入された隠蔽パケットの数。cpt_count last; total, max, min

[Normal patching total (NPT)]

記録中にパッチされた通常のパケットの数。npt_count last; total, max, min

関連コマンド descriptionコマンド

VSPセッションの統計をクリアします。clearvspstatistics
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show wsapi
登録、統計、ルート情報などの Cisco Unified Communication IOSサービスの情報を表示するに
は、ユーザー EXECモードまたは特権 EXECモードで showwsapiコマンドを使用します。

show wsapi {http-client | http-server | registration | registration {all | xcc | xcdr | xsvc} | svcc route}

構文の説明 httpクライアントインターフェイスで収集された統計情報を表示します。http-client

httpサーバーインターフェイスで収集された統計情報を表示します。http-server

WSAPIサブシステムに現在登録されているアプリケーションを表示します。registration

登録されているすべてのアプリケーションを表示します。all

XCCプロバイダーに登録されているアプリケーションを表示します。xcc

XCDRプロバイダーに登録されているアプリケーションを表示します。xcdr

XSVCプロバイダーに登録されているアプリケーションを表示します。xsvc

XSVCプロバイダー内の内部ルート情報を表示します。xsvc route

コマンドモード
ユーザー EXEC特権 EXEC

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、Cisco Unified Communication IOSサービスに関する情報を表示しま
す。

例 次の例は、 show wsapi http-clientコマンドからのサンプル出力を示しています。

Router# show wsapi http-client

WSAPI Outgoing Notify/Solicit Message Statistics
=========================================
wsapi_show_httpc_callback_context_invalid: 0
wsapi_show_httpc_callback_context_error: 0
wsapi_show_httpc_callback_no_reg: 5
wsapi_show_httpc_callback_notify_OK: 85
wsapi_show_httpc_callback_notify_error: 0
wsapi_show_httpc_callback_client_error: 0
wsapi_show_httpc_callback_error: 7
wsapi_show_httpc_callback_client_error: 0
wsapi_show_httpc_callback_decode_error: 28
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wsapi_show_httpc_callback_no_txID: 0
wsapi_show_httpc_callback_OK: 655
wsapi_show_httpc_create_msg_error: 0
wsapi_show_httpc_context_active: 0
wsapi_tx_context_freeq depth: 4

次の例は、 show wsapi http-serverコマンドからのサンプル出力を示しています。

Router# show wsapi http-server

WSAPI Incoming Request Message Statistics
=========================================
wsapi_show_https_urlhook: 23
wsapi_show_https_post_action: 23
wsapi_show_https_post_action_fail: 0
wsapi_show_https_xml_fault: 0
wsapi_show_https_post_action_done: 23
wsapi_show_https_service_timeout: 0
wsapi_show_https_send_error: 0
wsapi_show_https_invalid_context: 0
wsapi_show_https_data_active: 0
wsapi_https_data_q depth: 1
wsapi_show_https_internal_service_error: 0
wsapi_show_https_service_unavailable_503: 0
wsapi_show_https_not_found_404: 0
wsapi_show_https_registration_success: 9
wsapi_show_https_not_registered: 0
wsapi_show_https_registration_auth_fail: 1
wsapi_show_https_registration_fail: 0
wsapi_show_https_un_registered: 0

次の例は、 show wsapi registrationコマンドからのサンプル出力を示しています。

Router# show wsapi registration

Provider XCC
=====================================================
registration
id: 4FA11CC:XCC:myapp:5
appUrl:http://sj22lab-as2:8090/xcc
appName: myapp
provUrl: http://10.1.1.1:8090/cisco_xcc
prober state: STEADY
connEventsFilter:
CREATED|AUTHORIZE_CALL|ADDRESS_ANALYZE|REDIRECTED|ALERTING|CONNECTED|TRANSFERRED|CALL_DELIVERY|DISCONNECTED|HANDOFF_JOIN|HANDOFF_LEAVE
mediaEventsFilter:
DTMF|MEDIA_ACTIVITY|MODE_CHANGE||TONE_DIAL|TONE_OUT_OF_SERVICE|TONE_RINGBACK|TONE_SECOND_DIAL
blockingEventTimeoutSec: 1
blockingTimeoutHandle: CONTINUE_PROCESSING

Provider XSVC
=====================================================
registration index: 2
id: 4FA0F8C:XSVC:myapp:3
appUrl:http://sj22lab-as2:8090/xsvc
appName: myapp
provUrl: http://10.1.1.1:8090/cisco_xsvc
prober state: STEADY
route filter:
event filter: off

Provider XCDR
=====================================================
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registration index: 1
id: 4FA10A0:XCDR:myapp:1
appUrl:http://sj22lab-as2:8090/xcdr
appName: myapp
provUrl: http://10.1.1.1:8090/cisco_xcdr
prober state: STEADY
cdr format: COMPACT
event filter: off

次の例は、 show wsapi xsvc routeコマンドからのサンプル出力を示しています。

Router# show wsapi xsvc route

Route SANJOSE_SIP
=====================================================
Type: VOIP
Description: OUT
Filter:
Trunk:
Trunk Name: 1.3.45.2
Trunk Type: SIPV2
Trunk Status: UP
Route SANJOSE_PRI
=====================================================
Type: PSTN
Description: IN
Filter:
Trunk:
Trunk Name: Se0/1/0:23
Trunk Type: ISDN PRI
Trunk Status: UP
Total channels 2
Channel bitmap 0x01FFFFFE 1-24
Link bitmap 0x00000006
Alarm 0x00000001
Time elapsed 516
Interval 92
CurrentData
0 Line Code Violations, 0 Path Code Violations
0 Slip Secs, 0 Fr Loss Secs, 0 Line Err Secs, 0 Degraded Mins
0 Errored Secs, 0 Bursty Err Secs, 0 Severely Err Secs, 0 Unavail Secs
TotalData
49 Line Code Violations, 7 Path Code Violations,
0 Slip Secs, 1 Fr Loss Secs, 1 Line Err Secs, 0 Degraded Mins,
0 Errored Secs, 0 Bursty Err Secs, 0 Severely Err Secs, 2 Unavail Secs
Trunk Name: Se0/1/1:23
Trunk Type: ISDN PRI
Trunk Status: UP
Total channels 2
Channel bitmap 0x01FFFFFE 1-24
Link bitmap 0x00000006
Alarm 0x00000001
Time elapsed 516
Interval 92
CurrentData
0 Line Code Violations, 0 Path Code Violations
0 Slip Secs, 0 Fr Loss Secs, 0 Line Err Secs, 0 Degraded Mins
0 Errored Secs, 0 Bursty Err Secs, 0 Severely Err Secs, 0 Unavail Secs
TotalData
42 Line Code Violations, 4 Path Code Violations,
0 Slip Secs, 1 Fr Loss Secs, 1 Line Err Secs, 0 Degraded Mins,
0 Errored Secs, 0 Bursty Err Secs, 0 Severely Err Secs, 2 Unavail Secs
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関連コマンド descriptionコマン

ド

Cisco Unified Communications IOSサービスプロバイダーを有効にします。provider
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show xcsp port
外部制御サービスプロバイダー（XCSP）サブシステムの制御下にあるルータポートのステー
タスを表示するには、特権 EXECモードで showxcspportコマンドを使用します。sy

showxcspportslot-numport-num

構文の説明 インターフェースカードのスロット番号。値は次のとおりです。

• Cisco AS5350: 0から 3まで。

• Cisco AS5400: 0から 7まで。

• Cisco AS5850: 0～ 5および 8～ 13。スロット 6と 7は、ルートスイッチコント
ローラ (RSC)用に予約されています。

slot-num

インターフェースカードのポート番号。値は次のとおりです。

• Cisco AS5350: T1/E1の場合、0～ 7。T3の場合、1～ 28。

• Cisco AS5400: T1/E1の場合、0～ 7。T3の場合、1～ 28。

• Cisco AS5850: T1/E1の場合、0～ 23。T3の場合、1～ 28。

port-num

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合され、Cisco AS5850に実装さ
れました。

12.2(11)T

例 以下はこのコマンドの出力例です。

Router# show xcsp port 1 0
Slot 1 configured
Number of ports configured=1 slot state= Up
===================================================
Port 0 State= Up type = 5850 24 port T1
Channel states
0 Idle
1 Idle
2 Idle
3 Idle
4 Idle
.
.
.
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22 Idle
23 Idle

以下の表では、この出力の重要なフィールドについて説明します。

フィールドの説明出力を取得するには、showxcspportコマンドに slot-numおよび
port-num引数を入力する必要があります。

（注）

表 22 : show xcsp portフィールドの説明

descriptionフィールド

ポート番号。範囲は 1から 28です。Port

ポートの状態。Upまたは Downになります。状態

AS5400の T1または E1ポート: 8。AS5850の T1または E1ポート: 24。AS5400
および AS5850の T3ポート: 28。

タイプ

チャネルの状態。値は次のとおりです。

•ブロック済み

•接続中

• Cotチェック進行中

• Cotチェック保留中

• Down

•アイドル

•インリリース進行中

•使用中

•無効

• Loopback

•存在しない

•サービス停止中

•アウトリリース進行中

•トーン再生中

• Shutdown

チャネル状態
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関連コマンド descriptionコマンド

XCSPスロットのステータスを表示します。showxcspslot
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show xcsp slot
外部制御サービスプロバイダー (XCSP)サブシステムの制御下にあるルータスロットのステー
タスを表示するには、特権 EXECモードで showxcspslotコマンドを使用します。

showxcspslotslot-num

構文の説明 T1または E1インターフェイスカードのスロット番号。値は次のとおりです。

• Cisco AS5350: 0から 3まで。

• Cisco AS5400: 1から 7まで。

• Cisco AS5850: 0～ 5および 8～ 13。スロット 6と 7は、ルートスイッチコント
ローラ (RSC)用に予約されています。

slot-num

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合され、Cisco AS5850に実装さ
れました。

12.2(11)T

例 以下はこのコマンドの出力例です。

Router# show xcsp slot 1
Slot 1 configured
Number of ports configured=1 slot state= Up

以下の表では、この出力に表示される重要なフィールドについて説明します。

表 23 : show xcsp slotフィールドの説明

descriptionフィールド

スロットの状態。アップまたはダウンのいずれかになります。スロット状態

関連コマンド descriptionコマンド

XCSPポートのステータスを表示します。showxcspport
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shut
Cisco 7200シリーズルータ上のデジタルシグナルプロセッサ (DSP)のセットをシャットダウ
ンするには、DSP設定モードで shutコマンドを使用します。 DSPをサービスに戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

shutnumber
noshutnumber

構文の説明 シャットダウンするDSPの数。number

コマンドデフォルト No shut

コマンドモード
DSPの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 7200シリーズに追加されました。12.0(5)XE

このコマンドは、DSPグループに関する情報を追加するために変更されました。12.1(1)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco 7200シリーズルータ上の VoIPに適用されます。

例 次の例では、2セットの DSPをシャットダウンします。

shut 2
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shutdown (Annex G neighbor)
境界要素のサービス関係要件を無効にするには、config-nxg-neigh-srvcモードで shutdownコマ
ンドを使用します。境界要素のサービス関係を有効にするには、このコマンドの no形式を使
用します。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Annex Gネイバーはシャットダウンされています。

コマンドモード
Annex Gネイバーサービス (config-nxg-neigh-svc)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン noshutdownコマンドは、ドメイン名が設定されていることを確認し、境界要素が不明な「見
知らぬ」境界要素からのメッセージを拒否するように設定されていることを確認します。

例 次の例では、境界要素を有効にします。

ルータ(config-nxg-neigh-srvc)#noshutdown

関連コマンド descriptionコマンド

ネイバーが明示的に設定されている必要があります。access-policy

インバウンドの Time to Live値を設定します。inboundttl

ボーダー要素間の外線関係を確立するための再試行期間を定義します。outboundretry-interval

配信の試行間隔を定義します。retryinterval

境界要素が配信を試みる合計時間を定義します。retrywindow
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shutdown (Annex G)
Annex G境界要素 (BE)をシャットダウンするには、Annex G設定モードで shutdownコマンド
を使用します。 Annex G BEを復元するには、このコマンドの no形式を使用します。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Annex Gの境界要素はシャットダウンされていません。

コマンドモード
Annex Gの設定 (config-annexg)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。このコマンドは、
このリリースでは Cisco AS5300、Cisco AS5350、および Cisco AS5400ではサポー
トされていません。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン Annex G BEがシャットダウン状態の間、ネイバーから受信した Annex Gメッセージはすべて
無視され、共存するゲートキーパーはアドレス解決に Annex G BEを使用しません。

例 次の例では、BEをシャットダウンします。

Router(config)# call-router h323-annexg be20
Router(config-annexg)# shutdown

関連コマンド descriptionコマンド

附属書Gの border要素設定コマンドを有効にします。call-router

Annex G BEステータスを表示します。showcall-routerstatus

show voice trace through shutdown (voice-port)
104

show voice trace through shutdown (voice-port)
shutdown (Annex G)



shutdown (dial-peer)
選択したダイヤルピアの管理状態をアップからダウンに変更するには、dial-peer設定モードで
shutdownコマンドを使用します。このダイヤルピアの管理状態をダウンからアップに変更す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト No shutdown

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが Cisco 3600シリーズに追加されました。11.3(1)T

このコマンドがストアアンドフォワードFAX用に変更されました。12.1(1)

使用上のガイドライン ダイヤルピアがシャットダウンされると、そのピアへの通話を開始できなくなります。

このコマンドは、オンランプおよびオフランプストアアンドフォワードファックス機能の両

方に適用されます。

例 次の例では、音声テレフォニー (一般電話サービス [POTS])ダイヤルピア 10の管理状
態をダウンに変更します。

dial-peer voice 10 pots
shutdown

次の例では、音声テレフォニー (POTS)ダイヤルピア 10の管理状態をアップに変更し
ます。

dial-peer voice 10 pots
no shutdown

関連コマンド DescriptionCommand

ダイヤルピア設定モードに入り、ダイヤルピアのタイプを定義し、ダイヤル

ピアのタグ番号を定義します。

dial-peervoice
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shutdown (DSP Farm profile)
デジタル信号プロセッサ (DSP)ファームプロファイルを無効にするには、DSP farm profile設
定モードで shutdownコマンドを使用します。 DSPファームのリソースを割り当ててアプリ
ケーションに関連付けるには、このコマンドの no形式を使用します。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
DSP farm profile configuration (config-dspfarm-profile)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン DSPファームプロファイルを更新する前に、 shutdownコマンドを使用してプロファイルを無
効にすることが重要です。

例 次の例では、DSPファームリソースを割り当て、アプリケーションに関連付けます。

Router(config-dspfarm-profile)#
no shutdown

関連コマンド descriptionコマンド

DSPファームプロファイルによってサポートされるコー
デックを指定します。

codec(dspfarm-profile)

DSPファームプロファイルに関する特定の説明を含めま
す。

description(dspfarm-profile)

DSP farmprofile設定モードに入り、DSPファームサービス
のプロファイルを定義します。

dspfarmprofile

プロファイルでサポートする必要があるセッションの最大

数を指定します。

maximumsessions(dspfarm-profile)
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shutdown (gatekeeper)
ゲートキーパーを無効にするには、ゲートキーパー設定モードで shutdownコマンドを使用し
ます。ゲートキーパーを有効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 無効（シャットダウン）

コマンドモード
ゲートキーパー設定 (config-gk)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドがCisco 2500シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。11.3(2)NA

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.0(3)Tに統合され、Cisco MC3810に実装さ
れました。

12.0(3)T

使用上のガイドライン 他のゲートキーパー設定コマンドを使用する前に、ゲートキーパーを有効にする必要はありま

せん。実際には、ゲートキーパーを起動する前にゲートキーパーの設定を完了することをお勧

めします。これは、アクティブな登録や通話が存在する場合、ゲートキーパーの実行中に一部

の特性を変更することが困難になる可能性があるためです。

No shutdownコマンドはゲートキーパーを有効にしますが、ゲートキーパーを動作可能にする
わけではありません。これには次の 2つの例外があります。

•ローカルゾーンが設定されていない場合、 noshutdownコマンドはゲートキーパーを
INACTIVEモードにして、ローカルゾーンの定義を待機します。

•ローカルゾーンがHSRP仮想アドレスを使用するように定義されており、HSRPインター
フェイスがスタンバイモードの場合、ゲートキーパーは HSRPスタンバイモードになり
ます。 HSRPインターフェイスがアクティブの場合にのみ、ゲートキーパーは動作 UP
モードになります。

例 次のコマンドはゲートキーパーを無効にします。

shutdown

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートウェイ上のすべてのVoIP通話サービスをシャットダウンします。shutdown(gateway)
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shutdown (gateway)
ゲートウェイ上のすべての VoIP通話サービスをシャットダウンするには、音声サービス設定
モードで shutdownコマンドを使用します。 VoIP通話サービスを有効にするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

shutdown[forced]
noshutdown

構文の説明 (オプション)進行中のすべての通話をゲートウェイが直ちに終了するように強制しま
す。

forced

コマンドデフォルト 通話サービスが有効です

コマンドモード
音声サービス設定 (config-voi-serv)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(1)

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEAmsterdam17.2.1r

例 次の例は、Ciscoゲートウェイで VoIP通話サービスがシャットダウンされることを示
しています。

voice service voip
shutdown

次の例は、Ciscoゲートウェイで VoIP通話サービスが有効になっていることを示して
います。

voice service voip
no shutdown

関連コマンド descriptionコマンド

ゲートキーパーを無効にします。shutdown(gatekeeper)
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shutdown (mediacard)
選択したメディアカードを無効にするには、メディアカード設定モードで shutdownコマンド
を使用します。選択したメディアカードを有効にするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
メディアカードの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、通信メディアモジュールに導入されました。12.3(8)XY

このコマンドがCisco IOSRelease 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(3)に統合されました。12.4(3)

使用上のガイドライン メディアカード設定の最後に noshutdownコマンドを使用します。メディアカードを無効に
したときにアクティブな接続が存在する場合、デジタルシグナルプロセッサリソースマネー

ジャ (DSPRM)は、このメディアカード内の一部のリソースプールに対して他のメディアカー
ドに割り当てられた DSPリソースが削除されるか、このリソースプール内にアクティブな接
続が存在することを示す警告メッセージを表示し、応答を求めます。このコマンドを使用した

後、このカード上のリソースを使用するプロファイルを別途起動する必要があります。

例 次の例は、メディアカードを有効にする方法を示しています。

no shutdown

関連コマンド descriptionコマンド

選択したメディアカード上にDSPリソースプールを作成します。resource-pool
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shutdown (auto-config application)
自動設定アプリケーションのダウンロードを無効にするには、自動設定アプリケーション設定

モードで shutdownコマンドを使用します。自動設定アプリケーションのダウンロードを有効
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドにはキーワードも引数もありません。

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
自動設定アプリケーション設定 (auto-config-app)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、通信メディアモジュールに導入されました。12.3(8)XY

このコマンドがCisco IOSRelease 12.3(14)Tに統合されました。12.3(14)T

例 次の例は、ダウンロード用の自動設定アプリケーションを有効にするために使用され

る shutdownコマンドを示しています。

Router(auto-config-app)# no shutdown

関連コマンド descriptionコマンド

SCCPアプリケーションの自動設定を有効にするか、または自動設定アプリ
ケーション設定モードを開始します。

auto-config

自動設定アプリケーションの現在の状況を表示します。showauto-config
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shutdown (RLM)
RLMグループ下にあるすべてのリンクをシャットダウンするには、RLM設定モードでshutdown
コマンドを使用します。 RLMは、コマンドが否定されるまで、それらのリンクを再確立しよ
うとしません。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 無効

コマンドモード
RLMの設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。11.3(7)

関連コマンド DescriptionCommand

インターフェイスのハードウェアロジックをリセットします。clearinterface

すべての RLMグループのタイムスタンプをゼロにクリアします。clearrlmgroup

サーバーの IPアドレスを定義し、インターフェイスタイプを設定し、
インターフェイス設定モードを開始します。

interface

リンクの優先度を指定します。link(RLM)

rlm-group全体の基本 RLM接続のポート番号を再設定します。protocolrlmport

リンクのダウンが宣言される一定時間前に、連続してキープアライブ

が失敗することを許可します。

retrykeepalive

サーバーの IPアドレスを定義します。server(RLM)

RLMグループのネットワーク遅延を表示します。showrlmgroupstatistics

RLMグループのステータスを表示します。showrlmgroupstatus

現在の RLMグループタイマー値を表示します。showrlmgrouptimer

タイムアウト値のデフォルト設定を上書きします。timer
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shutdown (settlement)
決済プロバイダーを非アクティブ化するには、決済設定モードでシャットダウンコマンドを使

用します。決済プロバイダーを有効にするには、no shutdownコマンドを使用します。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 決済プロバイダーのデフォルトのステータスは非アクティブです。決済プロバイダーがダウン

しています。

コマンドモード
決済の設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2500シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoAS5300
で導入されました。

12.0(4)XH1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

使用上のガイドライン 決済サーバーの設定の最後にこのコマンドを使用して、プロバイダーを起動します。このコマ

ンドはプロバイダーをアクティブ化します。それ以外の場合、取引は監査および課金するため

にプロバイダを通過しません。プロバイダーを非アクティブ化するには、shutdownコマンド
を使用します。

例 次の例では、決済サーバーを有効にします。

settlement 0
no shutdown

次の例では、決済サーバーを無効にします。

settlement 0
shutdown

関連コマンド DescriptionCommand

通信の交換が完了した後、接続が維持される時間を設定します。connection-timeout

決済サービスを提供する通信事業者または ISPを示します。customer-id

決済サービスプロバイダに関連付けられたゲートウェイを指定します。device-id

プロバイダとネゴシエートされる暗号化方法を設定します。encryption
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DescriptionCommand

決済プロバイダとの通信に使用される同時接続の最大数を設定します。max-connection

サーバーからの応答を待機する最大時間を設定します。response-timeout

決済プロバイダへの接続を試みる時間を設定します。retry-delay

入力または出力のトラフィックがない場合に、接続を閉じる間隔を設定し

ます。

session-timeout

決済設定モードを開始し、決済プロバイダーに固有の属性を指定します。settlement

SAA-RTR操作タイプを設定します。type
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shutdown (trace)
CUBEで VoIPトレースフレームワークを無効にするには、トレース設定モードで shutdown
コマンドを使用します。VoIPトレースを再度有効にするには、このコマンドの no形式を使用
します。

構文の説明 VoIPトレースフレームワークを無効にします。shutdown

VoIPトレースフレームワークを有効にします。[no]
shutdown

コマンドデフォルト VoIPトレースはデフォルトで有効になっています。

コマンドモード トレース設定モード (conf-serv-trace)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco Unified Border Element用に導入されま
した。

Cisco IOSXEAmsterdam17.3.2

Cisco IOSXEBengaluru 17.4.1a

使用上のガイドライン VoIPトレースは、次のように trace 設定モードで shutdownコマンドを使用して無効になって
います。

router (config)#voice service voip
router(conf-voi-serv)#trace
router(conf-serv-trace)#?
Voip Trace submode commands:
default Set a command to its defaults
exit Exit from voice service voip trace mode
no Negate a command or set its defaults
shutdown Shut Voip Trace debugging
memory-limit Set limit based on memory used
router(conf-serv-trace)#shutdown

VoIPトレースを再度有効にするには、次のように trace設定モードでCLIコマンドno shutdown
を設定します。

router (config)#voice service voip
router(conf-voi-serv)#trace
router(conf-serv-trace)#no ?
exit Exit from voice service voip trace mode
shutdown Shut Voip Trace debugging
router(conf-serv-trace)# no shutdown

shutdown を設定する場合:

•アクティブな通話のトレースが停止されます。

•メモリ内の既存のトレースはすべて削除されます。

VoIPトレースが有効になった後に受信された新しい通話のみが監視されます。
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例 以下は、トレース設定サブモードで設定されたCLIコマンドのサンプルです。shutdown

router (config)#voice service voip
router(conf-voi-serv)#trace
router(conf-serv-trace)#shutdown

関連コマンド descriptionコマンド

VoIPトレース情報を保存するためのメモリ制限を定義します。memory-limit
(trace)

CUBEで VoIPトレースサービスアビリティフレームワークを有効にし
ます。

trace

CUBEで受信した通話の SIPレッグのVoIPトレース情報を表示します。show voip trace
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shutdown (voice-port)
特定の音声インターフェイスカードの音声ポートをオフラインにするには、音声ポート設定

モードで shutdownコマンドを使用します。ポートを再びサービス状態に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

shutdown
noshutdown

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Shutdown

コマンドモード
Voice-port configuration (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco3600シリーズに追加されました。11.3(1)T

IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、音声インターフェイスカード上のすべてのポートが無効になりま

す。コマンドの no形式を使用すると、音声インターフェイスカード上のすべてのポートが有
効になります。ポートがシャットダウンされると、インターフェイスに接続された電話機の音

声は無音になります。

例 次の例では、音声ポート 1/1/0をオフラインにします。

voice-port 1/1/0
shutdown

関連コマンド descriptionコマンド

ポートを無効にします。shutdown(port)
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